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1
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Ｆ
８
Ｈ
８
８
Ｉ
８
Ｈ
Ｈ
８
Ｕ
■
１
日

一
造
船
協
會
規
則

一
移
一
・
廉
旗
識
チ
津
↓
ケ
識

策
一
條

第

一

軍

|’第第第

卜
。
ス

第
八
條
賛
成
興
ハ
前
際
諸
興
外
ニ
シ
デ
ホ
含
ノ
趣
旨
チ
養
成
シ
一
時
二
金
六
拾
固
以
上
若
グ
ハ
之
二
等

シ
キ
本
會
称
朋
ノ
物
件
チ
寄
附
シ
無
ル
者
ト
ス

第
四
率
役
風
書
記
並
二
共
任
務

第
九
條
本
會
二
左
ノ
役
典
子
霞
キ
會
務
尋
虚
理
ス

會
長
一
名
嘩
燕
痙
評
聴
癖
皿
正

副
倉
長
大
名
痙
稗
韓
恥
征
唾
距
蔀
銅
緬
祗
姥
壼
名

評
篭
且
十
五
名
綴
辮
謡
瀧
鶏
鶏
浮
三
籍
協
同
輿
二
名

地
方
評
議
員
六
名
耐
蛎
嘩
鉾
轆
塞
雛
鮒
撫
長
崎
及

主
事
二
名
離
醇
繍
識
錘
雛

主
計
一
名
華
総
鶏
灘
典

會
計
検
査
役
二
名
華
種
癖
↓
御
霜
窪
毯
評
議
員

右
役
貝
ノ
外
事
務
ノ
繁
閑
二
膳
シ
瞥
記
若
干
お
う
置
ク

蕊
坊
聯
灘
』
総
鵜
鵬
鰯
懸
鰈
螺
識
瀧
蝿
蝋
誠

第
十
三
條
識
繍
猟
議
識
狸
織
灌
辮
議
鋤
蟹
需
簿
誰
邸
チ
雑
池

第第

七六

膝條

塙ル准ル

灘蝉
ハニ造ス
祗從船
倉事鐙
高ス磯
等ルノ
ノモ專
地ノ門
位二者
子シ及

曹灘
叉鋲ノ
ハ正乘
大風且
方者共
ニク他
名ハ船
望協髄
チ同機
有l1"
シ撰兵
本ル器
會チノ
ノ得技
趣サ蕊
旨ル又
チ者ハ
笠トエ
助ス業
診 二二

撰閲
ル係
者ス

第
四
條

第
五
條

第
二
峰

第
三
朧
本
含
含
貝
チ
分
テ

征
１
ｍ

’

第
二
軍
趣
旨

本
舎
ノ
趣
旨
ハ
造
絡
家
造
磯
家
及

貝
ト
ナ
シ
船
舶
全
般
ノ
技
蕊
學
術

綱
郷
↓
亜
》
妙
《
》
鍋
》
轆
望
罐

錐
二
造
船
造
磯
ノ
技
術
二
關

ハ
ホ
含
ハ
其
依
頼
二
鵬

第
三
造
船
造
搬
ノ
エ
業
二
關

キ
歩
木
曾
ハ
務
〆
一
素
其

第
三
率
會
貝

本
脅
會
貝
チ
分
テ
左
ノ
五
菰
ト
ス

・
睡
同
皿

誰
器
唾

會
塩
並
二
殼
澄
塲
所

木
曾
チ
名
ケ
テ
造
船
協
曾
卜
砺
シ
東
京
二
証
ク

第
二
率
趣
旨

酔
礪
涯
趣
搾
職
華
郷
嫁
錘
率
霊
嘩
辨
鍛
蝿
噸
蝉
麺
識
鍛
雛
猩
糊
癖
暇
蠣
毒
評
錆
雪
銅
袷
聖
霊
蝿

蝋
↓
亜
蹴
継
難
騨
鵡
論
濟
鴎
瀞
灘
蝉
蕊
蛎
鑑
〃
若
〃
《
學

正
典
識
獅
謀
議
ノ
専
門
者
ニ
シ
デ
嬢
識
及
經
職
勃
備
へ
顔
”
者
ト
ス

協
同
貝
ハ
船
舶
ノ
柔
風
造
兵
家
其
他
遥
船
造
機
ノ
技
蕊
叉
ハ
エ
業
二
闘
係
ス
ル
業
務
二
經
嶮
ァ

レ

ャ

利シシスル術
害餓務ル者二
得要〆緊ハ關
失ナテ袈務係
チル便ナメス
老IM堂ルテル
究題ノ試典有
スチ方嶮詳益
ル生法二細, ・
蕊シチシヲ･ル

“慈蕊

菰シ

ｌ
Ｉ
ｉ
ｌ
ｌ

〃
《
之
弥
識
制
誹
愛
〃
操
ル
ー

テ
ー
佃
人
ノ
企
テ
及
ハ
サ
ル
ト
キ

嬢
誹
擦
り
其
驚
等
雪
閥
謹
貿
聯

ノ

＝

I
0

全

第
十
七
燦
含
是
ハ
全
役
瓜
ノ
ー
致
手
以
テ
在
東
京
ノ
名
群
貝
正
典
若
ク
ハ
協
同
仇
中
ヨ
ー
推
選
ス
」
一

一

第
十
八
條
副
會
長
酔
在
東
京
ノ
砿
仇
ヨ
リ
ニ
鰯
協
同
且
割
り
一
名
在
東
京
外
ノ
正
典
ヨ
リ
ニ
潟
協
同
典
ョ
’
』

１
－
塩
チ
砿
且
股
協
同
風
ノ
投
粟
手
以
テ
迦
緊
ス

’
第
十
九
條
蝋
蝶
識
鮮
謂
雪
無
砿
綴
砺
鰯
灘
熟
鶏
裂
其
附
近
窪
ノ
正

一

一
第
二
十
膝
地
方
詐
職
ｕ
〈
訓
戸
、
大
阪
灸
、
佐
世
像
、
災
崎
及
醐
鮪
二
各
一
名
チ
紐
キ
其
所
在
地
叉
ハ
附
近

｜
テ
ル
砿
且
若
り
み
協
同
只
叩
ヨ
リ
ー
潴
争
砿
仇
及
協
同
貝
ノ
投
票
？
以
テ
迦
禦
ス
・
亜

一
第
廿
一
峰
主
亦
歩
瀧
東
京
ノ
評
繊
側
中
ヨ
リ
正
血
及
協
同
典
各
一
塩
チ
兼
任
セ
シ
メ
全
役
且
ノ
投
離
チ
以
一

■
澱
繍
識
灘
轤
潅
灘
灘
蝋
灘
一

第
廿
五
線
僻
蝿
卿
諦
鋤
一
純
テ
三
前
年
卜
定
メ
副
管
長
及
評
織
貝
《
毎
年
其
三
分
ノ
ー
チ
吹
遜
入
（
鋪
八
｜

一

一
辮
総
総
雛
謬
難
錦
縫
聴
會
雪
，
響
迄
ヂ
以
テ
｝
簡
年
ト
ス

｜
雛
廿
入
條
制
霜
偲
諜
評
蝋
い
鵜
齢
任
ス
ル
ゴ
ト
チ
得
ス
然
し
卜
畢
生
鞭
及
主
誹
〃
兼
雲
再
遜
二
一

誹下テ期看期
スノ1ヰヲ･～'ハ

チ淵
得ラ

蒋

’ 館
川
八
隙

一
一

一
一
一

鱸
冊
九
條

第
四
十
隙

第第
州･叶
倒三
降滕

第
四
十
一
篠

第
四
十
三
憐

露
四
十
一
條

第第
111･叶
七六
條條

鋪
川
五
膝

雛
汁
九
條

第
三
十
侭

館
冊
一
條

第
冊
二
條

第
十
四
像

第
十
五
條

第
十
六
焼

ス
ル
モ
ノ
ト
ス

諦
欠
副
會
長
及
袖
欠

諦
欠
Ⅷ
方
獅
跡
貝
ノ

年
二
箭
算
セ
サ
ル
モ

役
興
ニ
シ
テ
本
規
則

欠
貝
ア
ル
地
二
聯
住

番
記
ハ
役
風
曾
ノ
職

番
託
ノ
恢
期
ハ
喋
〆

第
六
率

含
合
チ
畷
別
シ
テ
左

役
貝
會

撫
淡
曾

總
會

役
貝
會
《
役
興
行
合

役
員
官
ハ
娠
年
三
月

名
及
典
他
ノ
役
貝
六

筋
餌
職
濯

ミ
三
ァ
織
決
ス
ル
モ

ッ
テ
窓
兄
ヂ
提
出
ス

役
貝
會
《
必
裟
二
佐

役
貝
曾
睾
於
テ
技
術

役
員
命
令

襟街主
鋪溌刺.,汁

捻研

燃
撫
燕
職
騨
難
蕊
》
蕊
蕊

主
事
主
計
又
ハ
曾
制
捻
査
役
欠
ク
ル
ト
キ
ハ
第
二
十
一
慨
乃
至
第
二
十
三
膝
二
依
り
臨
昧
迦
梁

ス
ル
モ
ノ
ト
ス

緬
総
羅
灘
織
蝿
諏
総
瑚
難
織
伊
認
却
灘
捗
ニ
ァ
ヲ
沙
レ
ハ
一
箇

年
二
静
算
セ
サ
ル
モ
ノ
ト
ス

雛
薦
蝶
”
蝿
鱗
鋤
緬
鶴
弱
督
ル
ト
蕊
ハ
其
蕊
勢
失
う
霊
ノ
ト
ス
恨

宰

番
誕
ハ
役
典
曾
ノ
織
決
チ
以
デ
倉
興
叉
ハ
命
貝
外
ノ
者
チ
採
川
ス

「

番
託
ノ
雛
期
ハ
鴎
〆
定
ム
ル
コ
ト
ナ
シ

第
六
率
會
合

含
合
チ
服
別
シ
テ
左
ノ
三
菰
ト
ス
」上

ル
1，

査欠風評次ト
役七欠制鯉&七
欠スクli者條

武
役
ハ

《
金
銭
ノ
孤
納

癒
武
役
ハ
本
禽

《
役
興
ノ
媚
圃

五
率

ハ
全
役
瓜
ノ
ー

長
〃
在
東
京
ノ

籟
手
砿
災
及
惚

６
，
１
も
、
Ｐ
■
』
一
・
⑪
、
』
勺
胃
ｎ
ｂ
Ｆ

シ
テ
本
會
二
閲
ス
ル
全
般
ノ
蕊
項
チ
瀧
定
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

呼
年
三
月
六
月
・
九
月
、
十
二
月
、
ノ
脚
囲
二
開
〃
モ
ノ
ト
ス
似
曾
擬
剛
曾
処
ノ
内
一
睾

緊
誤
砿
鐙
蝋
纈
琴
；
レ
ハ
開
？
”
診
総
乳
此
鳩
合
二
雌
夢
胤

溌
潮
し
餓
鮮
禦
総
難
諏
耀
柵
蝋
岬
緋
鋤
灘
雛
ｗ
’
一

ヂ
提
出
ス
ル
づ
卜
乎
僻

必
幾
二
依
り
宙
長
臨
珊
二
之
乎
開
ク
づ
ト
ア
ル
ヘ
ジ

於
テ
技
術
上
ノ
問
題
二
醐
影
試
験
若
″
泳
勝
別
ノ
鯛
滋
チ
蕊
ス
ル
ト
岬
か
令
挫
か
曾
一

「 ヲ’

予

峻
り
本
含
所
有
ノ
物
件
チ
保
管
ス

ノ
禽
計
率
務
チ
撞
査
シ
會
旦
皇
對
シ
其
正
否
チ
磁
明
ス
ル
毛
ノ
ト
ス

ニ
従
ｂ
庶
務
及
郡
註
二
從
駆
ス

継
以
ノ
毯
鰹
並
二
任
期
繩
咋
加
雫
郷
鯉

’

１
１
１
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手
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次
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事

○
第
壹
總
會
速
記
録

會
長
少
挨
拶

創
立
者
總
代
〃
報
告

會
長
ノ
演
説

名
審
員
渡
邊
洪
基
君
演
説

名
審
員
溌
尾
新
君
演
説

協
同
員
武
田
秀
雄
君
演
説

役
員
選
畢

○
兼
任
役
員
ノ
選
畢

○
金
員
物
品
寄
附

○
會
員
死
亡

○
評
議
員
輔
峡
當
選

一
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會
員
数
ゞ
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會
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寄
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○
船
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進
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要

正
員
佐
墜
左
伸
君
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松
尾
鶴
太
郎
君

○
軍
臘
八
島
公
試
蓮
韓
成
綴
正
員
佐
墜
左
仲
君

○
耐

○
国
龍
註
ｇ
具
昏
の
昼
騨
呉
昌
ｏ
己
甘
函
甸
胃
討
呉
眉

邑
冒
唱
固
め
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障
吋
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ｏ
煙
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冒
邑
の
冒
冒
丙
豆
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固
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號一第報年會協船造

’

記
事

’

一
フ
ズ
叉
昨
年
ハ
航
海
漿
勵
法
並
一
一
造
船
奨
勵
法
モ
發
布
一
一
相
成
マ
シ
ー
ァ
我
冷
造
船

技
術
一
一
關
係
ア
ル
者
ハ
倍
冷
此
造
船
事
業
／
振
惟
デ
促
ス
ノ
急
ナ
ル
事
ヲ
感
シ
マ

シ
テ
再
上
前
議
ヲ
繼
巽
マ
シ
テ
我
々
同
志
者
が
昨
年
十
一
月
二
十
九
日
カ
ラ
本
年

二
月
廿
一
日
一
一
至
り
マ
ス
間
ハ
築
地
ノ
氷
交
減
一
一
厘
冷
會
同
致
シ
マ
シ
テ
事
ノ
審

議
チ
透
ク
マ
シ
タ
末
｝
一
此
造
船
協
會
規
則
其
〆
他
ノ
編
成
二
從
事
致
シ
マ
シ
タ
次

第
デ
ゴ
ザ
ィ
マ
ス
、
其
後
三
月
ヨ
リ
ハ
會
同
〃
便
利
チ
圃
リ
マ
シ
テ
山
城
町
ノ
エ

學
會
／
事
務
所
チ
借
受
ク
マ
シ
）
フ
此
虎
二
於
キ
マ
シ
テ
モ
屡
々
會
同
ヲ
致
シ
マ
シ

テ
通
｝
一
三
月
三
十
日
二
本
會
ノ
趣
意
書
ヲ
公
ク
ニ
致
シ
マ
シ
テ
四
月
一
日
一
一
此
造

船
協
會
テ
ル
モ
ノ
、
成
立
チ
告
ゲ
タ
課
デ
ゴ
ザ
ィ
マ
ス
、
其
後
着
冷
會
員
／
募
集

一
毫
從
事
致
シ
マ
シ
テ
一
党
一
一
本
日
此
總
會
ヲ
開
ク
ノ
現
況
一
一
至
リ
マ
シ
タ
次
第
デ

ゴ
ザ
ィ
マ
ス
、
是
ガ
本
會
創
立
〃
經
歴
ト
シ
テ
諸
君
二
御
報
道
申
シ
マ
ス
次
第
デ

ゴ
ザ
イ
マ
ス
、

叉
諸
君
ハ
幸
一
一
我
や
創
立
者
／
微
衷
ノ
ァ
ル
所
ヲ
容
レ
ラ
レ
マ
シ
テ
速
力
》
一
御
入

會
下
サ
レ
マ
シ
タ
段
ハ
我
々
創
立
者
一
同
ノ
深
ク
威
謝
ス
ル
所
デ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
、

筒
永
將
來
一
一
於
菱
マ
シ
テ
モ
關
家
造
船
學
業
ノ
爲
〆
且
《
此
事
業
一
一
附
幣
ス
ル
事

業
ノ
総
二
倍
や
本
會
一
一
御
協
カ
ァ
ラ
ム
コ
ト
ヲ
偏
二
希
望
致
シ
マ
ス
、

叉
今
日
ヱ
ァ
ノ
事
務
執
行
二
於
美
マ
シ
テ
ハ
細
テ
創
立
者
が
役
員
／
事
務
テ
執
行

シ
テ
來
リ
マ
シ
タ
、
然
雪
一
金
銭
／
出
納
其
ノ
他
重
要
ノ
事
獅
一
一
於
キ
マ
シ
テ
ハ

擴
任
者
一
ァ
定
メ
マ
セ
ヌ
ャ
自
然
不
整
理
チ
招
ク
ノ
虞
レ
モ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
’
一
依
テ

．
松
尾
鶴
太
郎
君
１
／
臨
時
主
計
二

’

１
１

ｌＩ
１
１

血

Ｉ
卜
Ｌ
Ⅲ
０
１
Ⅱ
Ⅳ
Ⅱ
６
０
１
日
■
■
且
■
■
■
■
■
■
■

’
’

1

罰

一色＝－－ 一一

■ －『~－－ － 一

○
第
一
總
會
速
記
銭

明
治
三
十
年
九
月
十
八
日
午
後
二
時
十
分
開
會

○
會
長
男
爵
赤
松
則
頁
君
日
今
日
諸
君
が
御
出
席
下
サ
レ
マ
シ
テ
弦
一
一
造
船
協

會
／
創
立
式
チ
行
上
マ
ス
此
段
御
挨
拶
チ
致
シ
マ
ス
、
是
カ
ラ
開
會
チ
致
シ
マ
ス

が
先
ヅ
此
創
立
ノ
經
歴
チ
創
立
者
諸
君
一
一
代
リ
マ
シ
テ
佐
墜
君
ヨ
リ
御
報
告
チ
致

シ
マ
ス
ヵ
ラ
左
様
御
承
知
テ
願
と
マ
ズ
、

○
創
立
者
總
代
正
員
佐
墜
左
仲
君
登
壇
シ
テ
曰
諸
君
私
ハ
此
造
船
協
會
創
立
者

／
總
代
１
シ
テ
本
會
創
立
ノ
經
歴
チ
諸
君
へ
簡
軍
二
棚
報
告
チ
致
シ
マ
ス
電

本
會
創
立
／
趣
意
ハ
曇
二
諸
君
へ
御
入
會
チ
願
ツ
テ
置
キ
マ
シ
タ
ド
美
一
一
差
上
ゲ

テ
置
キ
マ
シ
タ
趣
意
書
／
通
り
デ
ゴ
ザ
ィ
マ
シ
テ
即
チ
造
船
事
業
／
發
逹
改
頁
隆

盛
テ
岡
リ
マ
ス
目
的
二
出
デ
タ
コ
ト
デ
ゴ
ザ
ィ
マ
シ
テ
我
冷
同
志
者
ノ
或
ル
人
ハ

早
ク
即
チ
明
治
二
十
六
七
年
ノ
頃
ヨ
リ
斯
ノ
如
キ
會
〃
設
立
ヲ
希
望
シ
テ
居
リ
マ

シ
テ
爾
來
創
立
ノ
協
議
毛
鞘
々
端
繕
テ
啓
イ
テ
居
り
了
シ
タ
ガ
偶
冷
日
猜
戦
争
〃

役
が
超
リ
マ
シ
テ
遂
二
此
ノ
議
毛
一
時
中
止
シ
テ
居
リ
マ
シ
タ
次
第
デ
ゴ
ザ
ィ
マ

苓
然
ル
’
一
戦
捷
／
結
果
海
軍
〃
擴
張
卜
云
上
海
運
〃
勃
興
版
云
巳
共
二
此
造
船

技
術
／
研
究
チ
必
要
卜
致
ス
時
運
二
遭
遇
シ
マ
シ
タ
認
デ
ゴ
ザ
ィ
マ
ス
、
ノ
ミ
テ

鐙

６

事

三
一
両
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號一第報年會協船造

１
１

1

1

記
事

Ｉ

Ｉ

７

山
田
腸
朔
君
ヨ
リ
金
百
圓

松
方
幸
次
郎
君
ヨ
リ
金
百
圓

澁
澤
榮
一
君
ヨ
リ
金
百
園

臼
井
儀
兵
衞
君
ヨ
リ
金
六
十
圓

川
崎
芳
太
郎
君
ヨ
リ
金
六
十
圓

林
直
君
ヨ
リ
金
六
十
圓

叉
會
員
外
ヨ
リ
金
圓
チ
寄
附
セ
ラ
レ
マ
シ
タ
ハ

新
潟
市
越
佐
汽
船
會
祇
祇
長

齋
藤
庫
吉
君
ヨ
リ
金
十
圓

叉
正
員
／
須
田
利
信
君
ハ
本
協
會
参
規
則
書
一
千
部
〃
印
刷
費
チ
負
捲
セ
ラ

シ
タ
、

叉
本
月
十
五
日
ヱ
ァ
ノ
金
銭
出
納
／
現
究
ハ

收
入
額
金
千
百
九
十
七
圓
六
十
九
銭
九
厘

内

金
七
百
八
十
圓
賛
成
員
寄
附
金

金
十
圓

會
員
外
寄
附
金

金
百
九
十
九
圓
入
會
金

金
一
言
八
圓
五
十
銭
九
厘
會
費
‐

金
十
九
銭
預
ヶ
金
利
子

支
出
額
金
百
十
四
圓
一
厘

二

’
レ
マ
ー
ー

一 一一一 一一 －

一

＝－－－－』
一

一
一

一
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進
經
太
君
チ
臨
時
室
事
二

選
定
致
シ
マ
シ
タ
、
而
シ
テ
叉
庶
務
チ
委
一
寺
マ
ス
総
メ
ニ
書
記
一
名
チ
嘱
托
致
シ

マ
シ
テ
毎
月
曜
日
一
一
會
同
ス
ル
コ
ド
｝
一
致
シ
テ
居
リ
マ
シ
タ
、
然
ル
’
一
叉
會
務
／

指
導
テ
受
ケ
マ
ス
會
長
／
必
要
テ
認
メ
マ
シ
タ
｝
一
依
リ
マ
シ
テ
創
立
者
一
同
ノ
希

望
チ
以
チ
マ
シ
テ

男
爵
赤
松
則
頁
君
チ

會
長
二
推
選
致
シ
マ
シ
ご
ア
ゴ
ザ
イ
マ
ス
、
然
聖
一
幸
一
一
御
承
諾
下
サ
イ
マ
シ
テ

誠
一
一
都
合
好
キ
次
第
デ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
、

争

叉
本
月
十
五
日
ヱ
ァ
ノ
會
員
〃
数
〈

．
名
譽
員
二
十
七
名

賛
成
員
十
四
名

正
員
五
十
四
名

■

協
同
員
二
十
六
名
・
・

准
員
六
十
名

合
計
百
八
十
一
名

デ
ゴ
ザ
ィ
．
マ
ス
、
叉
賛
成
員
中
本
月
十
五
日
ヱ
プ
’
一
金
員
チ
寄
附
セ
《
フ
レ
マ
シ
タ

諸
君
ハ

範
多
能
太
郎
君
ヨ
リ
金
百
圓

細
谷
安
太
郎
君
ヨ
リ
金
百
圓

川
崎
正
藏
君
ヨ
リ
金
百
圓
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１
７
１出

納
ノ
概
略
デ
ゴ
ザ
ィ
マ

以
上
が
即
チ
本
會
創
立
ノ
經
歴
並
一
一
創
寸
者
ガ
執
行
シ
テ
來
リ
マ
シ
タ
事
務
〃
要

領
デ
ゴ
サ
ィ
マ
ス
概
略
ナ
ガ
｜
フ
諸
君
へ
御
報
道
致
シ
テ
置
キ
マ
ス
、

叉
本
日
協
同
員
ノ
石
黒
五
十
二
君
ハ
埼
玉
聯
ノ
出
張
先
ヨ
リ
電
報
チ
ョ
コ
サ
レ
マ

シ
タ
其
文
｝
一

創
立
／
總
會
チ
疵
シ
併
テ
國
家
／
爲
〆
本
會
ノ
隆
盛
チ
所
ル

下
斯
様
一
二
ザ
リ
マ
ス
、

○
會
長
男
爵
赤
松
則
頁
君
登
壇
シ
テ
曰
私
ハ
今
度
造
船
協
會
テ
創
立
一
一
テ
ル
’
一

就
テ
會
長
｝
一
ナ
ル
ョ
ウ
’
一
卜
創
立
者
諸
君
／
勤
量
ァ
才
ザ
ィ
マ
シ
テ
醤
タ
不
肯
デ

ゴ
ザ
イ
マ
ス
さ
フ
ー
應
ハ
鮮
退
ヲ
致
シ
マ
シ
タ
ヶ
レ
ド
モ
遂
二
御
請
チ
致
シ
ダ
次

第
デ
ゴ
ザ
リ
マ
ス

金
五
回
十
銭
八
厘
，
備
品
饗

金
九
回
二
十
三
銭
四
厘
消
耗
品
費

金
二
十
七
回
十
九
銭
四
厘
印
刷
費

金
十
九
圓
九
十
一
銭
五
厘
郵
便
料

金
五
十
二
圓
五
十
銭
々
，
報
酬
及
手
常

金
五
銭
雑
餐

差
引
金
千
八
十
三
園
六
十
九
銭
八
厘
が
現
在
残
り
金
デ
ゴ
ザ
ィ
マ
ス
、
右
が
金
銭

出
納
ノ
概
略
デ
ゴ
ザ
ィ
マ
ス
ガ
筒
永
詳
細
ノ
内
謹
〈
帳
簿
一
一
就
テ
御
覧
テ
願
ヒ
タ

ウ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
、

〆

内記

事
■ＢｂＩ

Ｄ
Ｍ
ｐ
０
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
■
■
■
ロ
Ｆ
吋
日
ｂ
■
０
日
・
■
■

’

’

猪
テ
肌
力
述
ベ
ル
研
ガ
ゴ
ザ
ィ

ス
、
ツ
レ
デ
本
會
／
創
立
一
一
ナ

ラ
レ
マ
シ
タ
通
リ
デ
ゴ
ザ
ィ
マ

賀
ネ
ペ
キ
ノ
事
デ
ゴ
ザ
イ
マ
シ

容
レ
ザ
ル
コ
ド
、
思
ヒ
マ
ス
ル

逹
チ
圖
ル
ト
云
プ
ノ
ハ
我
國
ノ シ

ク
レ
パ
チ
ラ
ヌ
課
デ
ゴ
ザ
ィ
マ
ス
ル
カ
ラ
造
船
事
業
ノ
發
達
。
ｒ
改
頁
ヲ
計
リ
マ
ス

ル
ノ
ハ
國
勢
自
然
ノ
必
要
ナ
コ
ト
デ
ゴ
ザ
ィ
マ
ズ
ル
、
其
必
要
｝
一
就
テ
ハ
叉
其
機

關
ト
ス
ル
ー
ノ
團
罷
ヲ
組
織
ス
ル
／
毛
亦
最
毛
必
要
ナ
コ
ト
デ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
ル
、

然
ル
’
一
今
日
マ
デ
其
機
關
が
備
ハ
ッ
テ
届
リ
マ
セ
ナ
ッ
ダ
ノ
〈
甚
ダ
遺
憾
ナ
コ
ト

デ
ゴ
ザ
ィ
で
シ
夕
併
シ
之
ハ
鎖
圃
封
建
／
餘
蕊
デ

今
上
陛
下
大
政
御
維
新
ノ
後
マ
ダ
間
毛
無
巽
コ
ト
デ
ゴ
ザ
ィ
マ
シ
テ
其
人
一
一
乏
シ

、
イ
ヵ
ラ
／
コ
ュ
ァ
ゴ
ザ
舟
マ
シ
グ
ラ
ゥ
ガ
、
モ
ゥ
既
一
一
三
十
年
一
一
ナ
リ
マ
シ
テ
緬

績
人
物
毛
出
來
マ
シ
タ
コ
『
ド
デ
ゴ
ザ
ィ
マ
ス
カ
ラ
時
機
既
二
熟
シ
ク
ト
恩
《
レ
マ

ス
ル
其
庭
テ
見
ラ
レ
マ
シ
テ
藷
君
ガ
卒
先
シ
テ
此
會
チ
組
織
進
ラ
レ
マ
シ
タ
ノ
ハ

我
國
壬
夫
レ
ガ
篤
メ
ー
ノ
有
力
ナ
ル
機
關
チ
備
ヘ
タ
ル
課
ニ
ナ
柳
為
ス
ル
．
、
而
シ

テ
本
會
ノ
執
ル
方
針
《
何
カ
ト
云
う
、
ｒ
廣
ク
事
業
／
知
識
チ
交
換
シ
造
船
二
閲
ス

ル
改
頁
發
明
／
利
盆
チ
普
及
サ
迄
マ
ス
ル
、
ｒ
叉
公
私
チ
論
セ
ズ
斯
業
二
關
係
シ
ダ

シ
テ
ハ
他
圃
ト
ー
父
際
《
勿
論
通
商
貿
易
ハ
申
ス
マ
デ
モ
ナ
ク
國
防
上
ノ
事
毛
海

上
チ
主
＃
迄
ゾ
ク
レ
パ
ナ
ラ
ヌ
所
デ
ゴ
ザ
ィ
マ
ス
ル
、
即
チ
海
運
二
總
テ
依
ラ
ナ

1

℃

ｒ

Ｌ

■

■

丘

■

■

■

■

・

’

１

Ⅱ

ｒ

Ｌ

卜

■

同

Ⅱ

Ｈ

Ｐ

■

Ｒ

』

・

ｌ

ｒ

，

Ｌ

Ｉ

ｂ

０

Ｉ

ｂ

Ｌ

■

Ｊ

■

０

１

１

１

Ⅱ

Ｉ

・

Ｉ

テ
贈
來
祇
會
一

、
本
會
ノ
趣
意
目
的
ト
ス
ル
即
チ
造
船
事
業
／
發

如
キ
ー
歩
『
プ
踏
出
セ
パ
海
ト
云
う
海
國
｝
一
於
巽
で

マ
ス
ル
デ
暫
時
御
驍
キ
下

リ
マ
シ
タ
經
歴
ハ
唯
今
佐

ス
ル
ガ
今
日
庇
會
／
成
立

一
効
盆
チ
與

１
１

サ
レ
ム
回
ト
ラ
願
ヒ
マ

墜
君
ヨ
リ
詳
シ
ク
述
べ

チ
見
マ
ス
ル
ノ
ハ
誠
｝
一

ヘ
マ
ス
ル
コ
、
‐
ハ
疑
チ

「

刑

ｒ

■

１

０

ＰＬＰ

三

－－

ｉ
１
１
三

ー● ’
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問
題
が
ゴ
ザ
ィ
マ
ス
ン
ベ
其
諮
詞
量
受
ク
マ
シ
テ
此
會
一
一
於
テ
審
議
併
究
シ
マ
シ

テ
サ
ゥ
シ
テ
其
成
績
チ
報
告
シ
テ
會
員
並
二
弘
ク
祗
會
二
効
盆
一
プ
與
ブ
ル
総
デ
ァ

リ
マ
ス
ル
、
而
シ
テ
其
効
盆
タ
ル
ャ
我
國
將
來
／
コ
ト
今
ゴ
ザ
イ
マ
ス
雪
フ
今
日

断
定
ス
ル
課
一
天
参
リ
マ
セ
ヌ
ガ
推
シ
テ
知
ル
ペ
キ
デ
ゴ
ザ
ィ
マ
ス
些
云
其
塞
考

〆
爲
メ
’
一
今
弦
一
一
英
國
二
於
キ
マ
ス
ル
造
船
協
會
／
事
蹟
チ
柳
ヵ
述
べ
マ
シ
テ
今

日
創
立
一
一
ナ
リ
マ
シ
タ
ル
造
船
協
會
／
前
途
チ
ト
シ
ャ
ウ
ト
思
巳
マ
ス
、

英
國
ノ
造
船
協
會
叩
チ
い
ん
す
ち
ち
ゅ
う
し
よ
ん
、
と
ぶ
、
ね
い
ば
る
、
あ
‐
き

て
く
つ
す
ノ
成
立
チ
マ
シ
タ
ノ
ハ
千
八
百
六
十
年
（
我
寓
延
元
年
）
三
月
一
日
二
第

一
ノ
總
會
テ
開
イ
タ
〃
デ
ゴ
ザ
イ
マ
シ
テ
此
第
一
總
會
チ
開
ク
》
一
至
ル
ヱ
ァ
ハ
幾

年
チ
費
シ
タ
ヵ
其
虚
／
所
ハ
詳
ヱ
ァ
ゴ
ザ
イ
マ
セ
ヌ
ク
ン
ド
モ
其
始
メ
ハ
造
船
學

者
ト
造
船
者
卜
日
チ
期
シ
一
二
堂
二
會
シ
テ
談
話
シ
タ
コ
ト
ガ
飴
曇
プ
ゴ
ザ
イ
マ

シ
テ
其
時
分
二
ぜ
、
あ
る
ち
さ
ん
ト
云
う
雑
誌
チ
發
行
シ
狩
コ
ト
が
永
ク
額
イ
テ

ゴ
ザ
ィ
マ
シ
タ
が
夫
と
一
胚
胎
シ
タ
モ
ノ
ト
想
ハ
レ
マ
ス
ル
、

猪
此
會
が
當
年
二
至
リ
マ
ス
ル
ヱ
ー
診
既
二
一
十
餘
年
デ
ゴ
ザ
ィ
マ
ス
ル
、
其
間
〃

有
様
ハ
如
何
デ
ァ
ル
カ
ト
申
シ
マ
ス
レ
ベ
其
始
メ
ハ
甚
交
微
冷
タ
ル
モ
ノ
デ
ゴ
ザ

ィ
マ
シ
タ
、
ク
レ
ド
モ
時
勢
ノ
必
要
卜
夫
レ
カ
ラ
祇
會
一
一
重
ヅ
ゼ
ラ
ル
、
コ
ト
’
一

依
テ
當
時
デ
ハ
他
國
デ
モ
有
名
ナ
按
術
家
ハ
殆
ブ
ド
此
英
國
造
船
協
會
／
會
員
デ

ナ
ィ
者
ハ
ナ
ィ
ト
言
ツ
テ
モ
宜
イ
位
ニ
ナ
ッ
テ
居
ル
コ
ド
デ
ゴ
ザ
ィ
マ
ス
、
其
會

／
趣
意
ハ
技
術
上
一
一
就
テ
問
題
ガ
起
リ
マ
シ
タ
時
一
頁
勿
論
會
員
ノ
發
明
改
頁
叉

新
規
ノ
計
蚕
チ
企
ツ
タ
如
宍
。
．
ｒ
が
ア
リ
マ
ス
レ
パ
夫
レ
チ
其
會
二
持
出
シ
テ
サ

記
事。
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演
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ャ
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ゴ
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イ
マ
シ
テ
其
講
演
會
ハ
時
令
各
國
カ
ラ
シ
テ
招
待
チ
受

ク
マ
シ
テ
他
國
へ
出
張
シ
テ
講
筵
チ
開
ク
コ
ト
が
ア
リ
マ
ス
、
ソ
レ
デ
ス
ヵ
ラ
此

協
會
ハ
厭
羅
巴
諸
國
二
於
テ
如
何
程
重
ク
海
事
上
一
一
用
非
ラ
ピ
プ
届
ル
ヵ
ト
云
う

。
ｒ
ハ
他
國
へ
招
待
サ
レ
ル
コ
ト
デ
以
テ
分
リ
マ
ス
ル
デ
ァ
リ
マ
ス
、
叉
其
協
會
一

ノ
年
報
卜
云
プ
モ
／
〈
年
冷
出
版
シ
マ
シ
テ
弘
ク
祇
會
ニ
ソ
レ
チ
頒
布
致
シ
マ
一

叉
凡
ソ
海
事
上
／
問
題
卜
云
ヒ
マ
ス
レ
バ
必
ス
此
會
ノ
審
議
チ
受
ク
ブ
ク
レ
パ
ナ

ラ
ヌ
ト
云
プ
位
一
一
ナ
ッ
テ
層
リ
マ
シ
テ
此
會
デ
認
メ
タ
モ
ノ
デ
ナ
ク
テ
ハ
定
義
ト

ハ
ナ
ラ
ヌ
ト
云
う
唾
ア
ゴ
ザ
イ
マ
ス
ル
カ
ラ
政
府
カ
ラ
諮
問
ノ
ァ
リ
マ
ス
ル
時
ハ

申
ス
ヱ
プ
モ
ナ
ク
諮
問
が
無
イ
》
宅
セ
ョ
重
要
卜
認
ル
研
ガ
ァ
レ
ペ
協
會
デ
自
ラ

問
題
チ
提
出
シ
テ
サ
ウ
シ
テ
討
論
シ
｜
ァ
意
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チ
建
議
シ
マ
ス
ル
ー
叉
此
協
會
一
一
識
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問
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喪
定
ス
ル
ｚ
ア
ゴ
ザ

ー

イ
マ
ス
、
夫
し
か
爲
メ
二
毎
年
會
員
が
集
會
テ
致
シ
マ
シ
テ
其
聖
摘
テ
審
議
決
定

シ
ラ
其
協
會
ノ
意
見
ト
シ
テ
之
チ
發
表
シ
マ
ス
ル
曾
叉
或
時
ハ
政
府
〃
常
局
者
ノ

諮
問
二
應
シ
マ
シ
テ
其
事
項
チ
審
議
討
論
シ
而
シ
テ
政
府
一
一
報
告
ス
ル
コ
ト
・
モ
ァ

リ
マ
ス
、
故
一
二
／
私
立
〃
協
會
デ
ァ
リ
烏
ズ
ル
ク
レ
禎
毛
今
ハ
飴
ヅ
ド
ー
公
共
ノ

技
術
會
議
卜
言
ツ
テ
モ
宜
シ
イ
位
ノ
モ
ノ
’
一
ナ
ッ
テ
居
り
マ
ス
、
サ
ゥ
シ
テ
其
會

ノ
意
見
ノ
祗
會
二
勢
力
ノ
ァ
リ
マ
ス
ル
コ
ト
入
賞
二
海
上
ノ
羅
針
ｒ
言
ツ
テ
モ
宜

イ
位
ノ
モ
ノ
ヂ
ゴ
ザ
ィ
マ
ス
、

ス
、
ソ
ビ
ァ
大
一
一
悔
事
上
一
一
効
盆
チ
與
ヘ
ル
謹
一
ア
ゴ
ザ
ィ
マ
ス
、

本
年
英
國
女
皇
陛
下
ノ
在
位
六
十
年
ノ
航
典
一
一
方
リ
マ
シ
テ
此
協
會
デ
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太
子
う
ゑ
い
る
す
親
王
殿
下
チ
名
審
組
裁
二
戴
キ
マ
シ
テ
而
シ
テ
其
祀
賀
會
琵
開

キ
マ
シ
タ
ト
申
ス
コ
ト
デ
其
會
一
冥
諸
國
〆
有
名
ナ
學
者
ハ
勿
論
海
軍
大
臣
等
毛

招
待
シ
マ
シ
テ
出
席
者
ハ
中
々
多
数
デ
ァ
リ
マ
シ
タ
ト
云
う
コ
ト
デ
ゴ
ザ
イ
マ

ス
、
彼
様
二
英
國
皇
廻
船
協
會
〈
盛
大
ナ
モ
ニ
ァ
ゴ
ザ
ィ
マ
シ
テ
祇
會
二
大
一
一
重

要
覗
セ
ラ
レ
ル
課
デ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
や

倦
我
造
船
協
會
ハ
如
何
デ
ァ
ル
カ
ト
申
シ
マ
ス
と
一
英
國
ノ
造
船
協
會
〆
如
ク
ニ

ハ
先
シ
及
ハ
ヌ
ト
シ
タ
研
が
將
來
肚
會
二
及
ホ
ス
効
盆
〈
何
ゾ
英
國
／
協
會
二
讓

ラ
ブ
ャ
ト
云
プ
成
績
チ
得
ソ
可
チ
希
望
致
シ
マ
蚕
勿
論
當
今
／
祇
會
自
然
／
趨

勢
卜
云
プ
モ
／
が
此
會
／
成
績
チ
塁
ゲ
サ
セ
シ
ム
ル
ノ
〈
必
然
ノ
コ
ト
、
信
シ
マ

《
ス
ル
、

其
勧
綾
テ
畢
ゲ
マ
ス
ル
ノ
ハ
會
員
諸
君
〃
住
デ
ァ
リ
マ
シ
ラ
叉
諸
君
／
拮
据
盟
勉

〃
致
ス
虚
ト
思
ハ
レ
マ
ス
ル
、
願
ク
ハ
諸
君
此
會
〆
創
立
ノ
趣
意
テ
貫
徹
セ
シ
メ

テ
將
來
本
會
ノ
信
用
チ
天
下
二
普
ク
シ
｜
プ
其
効
績
チ
箸
シ
ク
シ
我
國
チ
シ
テ
東
洋

ノ
英
國
ノ
如
ク
叉
世
界
〃
英
國
卜
云
プ
位
二
至
ラ
シ
メ
ヅ
や
ス
ル
モ
諸
君
／
勤
勉

如
何
ニ
ァ
リ
マ
シ
テ
決
ジ
テ
難
美
事
デ
ハ
ナ
ィ
コ
ト
、
信
ゼ
ラ
ン
マ
ス
ル
、
柳
力

震
二
希
望
チ
述
ヘ
マ
菖
一
ノ
會
／
前
遼
チ
耐
シ
マ
ス
ル
、

○
名
審
員
渡
邊
洪
墓
君
登
壇
シ
テ
曰
私
《
御
承
知
／
通
り
造
船
〃
事
二
就
キ
マ

シ
テ
ハ
勿
論
直
接
關
係
ノ
無
イ
者
ヂ
ァ
リ
マ
ス
、
然
警
一
今
度
造
船
協
會
チ
御
設

立
ニ
テ
ル
ニ
就
テ
私
毛
會
員
二
列
ス
ル
ャ
ウ
ニ
ト
云
う
御
誘
チ
ヒ
チ
蒙
ム
ッ
テ
甚

タ
不
肯
デ
ハ
ゴ
ザ
ィ
マ
ス
ル
ク
レ
ド
モ
造
船
シ
大
切
テ
ル
事
《
充
分
認
テ
居
リ
マ

記
事

ス
空
一
依
テ
何
卒
本
會
ノ
カ
ニ
依
テ
我
造
船
事
業
／
隆
盛
二
極
ク
苧
ｒ
チ
希
望
ス

ル
故
テ
以
チ
マ
シ
テ
會
員
二
列
ス
ル
コ
ト
｛
一
ナ
リ
マ
シ
タ
庭
今
日
總
會
二
臨
シ
デ

伺
力
一
言
セ
ョ
ト
云
う
コ
ト
デ
ゴ
ザ
イ
マ
ズ
が
咽
嵯
ノ
コ
ト
デ
ハ
ァ
リ
マ
ス
ル
シ

且
シ
造
船
〃
事
｝
一
就
菱
マ
シ
テ
ハ
私
〈
存
ジ
マ
セ
》
ユ
ァ
諸
君
二
對
シ
テ
申
上
ル
コ

ト
モ
ゴ
ザ
ィ
マ
セ
ご
ア
ス
が
折
角
〃
御
勘
曇
ア
ァ
リ
マ
ス
ル
ヵ
ラ
シ
テ
極
ク
簡
軍

一
二
二
言
申
シ
マ
シ
テ
而
シ
テ
本
會
〃
隆
盛
チ
耐
ス
ル
’
一
代
へ
マ
ス
デ
ゴ
ザ
イ
マ

ａ

ス
、

夫
レ
デ
我
帝
國
〈
悔
島
二
建
國
チ
致
シ
テ
サ
ゥ
シ
テ
四
方
一
二
父
迩
致
シ
國
權
チ
擴

〆
國
利
ヲ
張
ル
コ
ト
ハ
皆
船
臘
｝
一
曲
ラ
ナ
ヶ
レ
バ
ナ
ラ
ヌ
ト
云
う
コ
ト
ハ
喋
ケ
チ

要
セ
ザ
ル
虚
デ
ァ
リ
マ
シ
テ
即
チ
西
洋
一
一
於
ク
ル
英
國
卜
同
ジ
地
位
一
一
立
テ
居
ル

一一

進
彗
ァ
往
力
チ
ク
レ
パ
チ
ラ
ミ
其
進
ブ
デ
往
ク
篤
一
夏
内
外
／
實
験
ニ
依
り
夏

マ
リ
マ
シ
テ
ン
レ
｜
一
安
ブ
ジ
テ
居
リ
マ
シ
タ
故
二
今
日
欧
米
諸
洲
卜
共
一
一
斯
道
二

進
歩
ス
ル
コ
ト
ガ
出
来
マ
セ
ナ
ン
雲
ア
ァ
リ
マ
ス
、
然
ル
虚
近
来
二
至
リ
マ
シ
テ

外
交
毛
開
ク
國
是
毛
弦
二
定
マ
リ
マ
シ
テ
ド
ゥ
致
シ
テ
モ
國
家
富
瀕
ノ
道
ト
云
プ

モ
／
ハ
軍
臘
即
チ
海
軍
テ
以
テ
國
權
チ
保
護
シ
叉
商
船
ヲ
以
テ
貿
易
テ
螢
ミ
マ
シ

テ
國
利
テ
増
進
ス
ル
ト
云
う
ノ
必
要
ニ
迫
リ
マ
シ
ダ
が
総
〆
｝
一
航
海
〃
術
造
船
ノ

業
ト
モ
｜
一
泰
西
戟
近
〃
法
二
響
ツ
テ
漸
ク
三
十
除
年
来
事
績
陥
緒
一
一
就
イ
タ
認
デ

獲
り
》
恥
ｚ
帥
州
細
二
ゞ
伽
毛
祁
シ
愛
川
吟
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二
叉
新
〃
／
講
究
テ
加
へ
マ
シ
テ
サ
ウ
シ
テ
斯
道
チ
相
當
／
位
置
二
進
〆
テ
ケ
レ

ベ
ナ
ラ
ヌ
ニ
ト
ハ
識
者
ノ
畢
ツ
テ
賛
成
チ
ス
ル
虚
一
フ
ァ
リ
マ
ス
コ
ト
チ
信
ジ
マ

ス
、
然
ル
ー
私
／
弦
二
喜
轌
申
シ
タ
ィ
コ
ー
舞
軍
脇
商
船
共
二
此
造
船
學
ノ
領
域

一
ア
ァ
リ
マ
ス
ル
ク
レ
ド
モ
一
般
〃
注
目
ス
ル
虚
ハ
兎
角
軍
艦
一
一
重
キ
チ
置
キ
マ
シ

テ
此
商
船
ノ
事
ノ
研
究
〈
我
邦
／
士
君
子
が
精
々
輕
シ
ズ
些
ア
ハ
ア
ル
マ
イ
カ
卜

思
ブ
ャ
ゥ
チ
威
鯛
ガ
ァ
リ
マ
ズ
《
‐
之
ハ
甚
ダ
遺
憾
ト
ス
ル
虎
一
ア
ァ
リ
マ
シ
テ
勿
論

此
國
防
二
開
ス
ル
庭
〆
軍
臘
／
利
鈍
ハ
直
チ
ニ
画
家
鯉
利
ノ
消
長
一
一
與
リ
マ
ス
ル

ヵ
ラ
固
ヨ
リ
忽
セ
ニ
ス
ペ
カ
ラ
ザ
ル
モ
ニ
ァ
ナ
ィ
コ
ト
ハ
申
ス
マ
デ
モ
ナ
イ
コ
ト

ー
ァ
ァ
ル
、
併
ナ
ガ
ラ
若
シ
國
民
ノ
富
力
二
於
テ
峡
乏
シ
若
ク
入
商
業
ノ
利
益
が
無

弐
二
於
キ
マ
シ
テ
ハ
何
レ
程
／
堅
臘
互
舶
ア
リ
・
卜
雌
モ
之
テ
維
持
ス
ル
コ
釈
人
出

申

永
ヌ
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
海
外
一
一
通
商
↓
ヘ
ル
航
海
毛
無
ク
叉
國
民
ノ
往
来
モ
無
イ
ト
云
フ

時
二
至
り
マ
シ
テ
ハ
如
阿
二
軍
鵬
が
充
實
シ
テ
展
ツ
テ
モ
海
軍
／
用
ハ
唯
退
守
ノ

外
無
ィ
事
一
一
ナ
ル
デ
ァ
ラ
ウ
ト
篝
へ
マ
ス
、
サ
ウ
シ
テ
具
マ
ス
レ
バ
商
船
買
舶
ノ

攻
究
モ
軍
艦
一
一
劣
ラ
ズ
最
モ
緊
要
テ
ル
生
ノ
ー
プ
ァ
ル
、
否
劣
一
フ
ヌ
／
ミ
ナ
ラ
ズ
即

チ
商
船
が
本
ニ
ナ
ル
ト
申
シ
テ
モ
宜
ィ
位
ノ
モ
ノ
デ
ァ
ラ
ウ
卜
考
へ
マ
ス
、
然
ル

ー
今
造
船
協
會
か
組
織
一
一
ナ
リ
マ
シ
テ
即
チ
海
軍
／
部
内
一
一
在
テ
學
術
經
駿
ア
ル

諸
君
、
双
海
軍
以
外
｝
一
在
ル
同
様
ノ
諸
君
卜
相
拠
携
シ
叉
直
接
間
接
二
其
利
盆
チ

受
ク
ル
虚
〆
諸
君
毛
之
二
御
賛
陶
ニ
ナ
ッ
テ
共
一
一
斯
道
ノ
研
究
一
一
從
事
シ
テ
此
造

船
〃
業
ヲ
進
捗
セ
プ
恥
云
抑
謡
デ
ァ
リ
マ
シ
テ
誠
｝
一
今
日
最
毛
急
務
中
ノ
急
務
鐸

ラ
ウ
ト
老
ヘ
マ
兎
ル
、
庶
幾
ク
ハ
諸
君
共
一
一
倶
一
一
此
目
的
二
向
ツ
テ
鋭
意
進
行
セ

寺
■
８
ｈ
日
■
日

言
ロ

事

田
１
１
町
０
ｍ
０
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１
１
１
１
・
■
嗣
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１
Ⅱ
ｌ
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１
１
１
１
町
日
■
ｑ
４
Ⅱ
日
日
旧
日
日
■
■
■

山
■
犯
Ｆ
Ｉ
１

タ
遺
憾
一
一
巡
へ
ザ
ル
コ
、
ｒ
デ
ァ
ル
、
船
艫
ノ
如
キ
閲
防
上
説
一
咳
至
要
ナ
舟
モ
ノ
ハ

是
非
ト
モ
自
圃
一
一
於
テ
製
造
セ
｝
す
ハ
ナ
ラ
ヌ
縦
上
海
外
二
注
文
ス
ル
モ
一
旦
外
國

卜
挫
二
／
開
ク
ト
キ
ハ
忽
一
ナ
國
際
上
中
止
セ
ラ
レ
テ
必
至
其
用
チ
欠
ク
モ
如
何
ト
モ

●

総
ス
ヘ
キ
ャ
ウ
ナ
ク
國
家
／
安
危
》
一
毛
係
ル
コ
ト
デ
ァ
ル
、
近
来
諸
般
ノ
エ
識
進

歩
シ
諸
種
ノ
新
工
業
品
ノ
如
美
毛
概
子
我
圃
二
於
一
ナ
．
製
造
シ
テ
其
需
用
一
一
供
給
ス

ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
往
々
海
外
一
一
輸
出
ス
ル
モ
ノ
ァ
を
一
軍
脇
商
船
等
互
多
ノ
蕊
用
ヲ

要
シ
莫
大
ノ
金
額
季
／
要
ス
ル
モ
ノ
テ
価
永
永
ク
彼
國
一
一
注
文
シ
届
ル
ハ
残
念
至
極

〆
舜
ト
デ
ァ
ル
、
宜
シ
ク
一
日
毛
速
二
悉
皆
我
圃
一
一
於
テ
製
造
シ
供
給
ス
ル
’
一
至

ラ
シ
ム
ル
コ
ト
賞
｝
二
大
急
務
デ
ァ
リ
マ
ス
、
更
｝
二
歩
チ
遙
〆
前
途
我
國
｝
一
要

凪
や
虹
邸
が
口
、
脾
》
一

Ｅ

一
フ
レ
マ
シ
テ
脆
省
チ
去
テ
實
鋤
テ
躯
ヶ
以
テ
建
會
ノ
盛
意
チ
完
セ
プ
コ

マ
ス
、

○
名
審
員
演
尾
新
君
登
壇
シ
’
一
曇
白
今
回
営
造
船
協
會
が
創
設
ニ
ナ
リ

ハ
誠
二
國
家
ノ
爲
〆
’
一
慶
上
蒋
來
造
船
事
業
ノ
潟
〆
造
船
學
術
ノ
鰯
メ

盆
ア
ル
コ
ト
、
信
シ
マ
ス
、
此
際
私
毛
名
騨
愈
員
一
一
推
薦
セ
ラ
レ
宴
一
一

唾
プ
ァ
リ
今
後
造
船
學
専
門
家
ノ
阜
術
上
二
於
ク
ル
識
話
チ
時
冷
承
ル

來
マ
シ
テ
便
盆
ア
ル
コ
ト
、
相
喜
フ
唖
ア
ァ
リ
マ
ス
、

抑
モ
本
邦
ノ
如
キ
悔
國
一
一
シ
テ
海
運
チ
振
張
セ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
サ
ル
ふ
固

俟
タ
ザ
ル
所
デ
ァ
ル
ガ
牲
昔
鎖
港
ノ
餘
喚
テ
受
ヶ
造
船
／
業
久
シ
ク
衰

タ
リ
シ
ニ
戦
近
一
一
至
り
漸
ク
醗
蓮
一
一
向
ヒ
タ
ル
モ
軍
艦
ノ
如
キ
商
船
ノ

チ
ル
モ
／
ハ
概
子
欧
米
諸
國
二
注
文
ス
ル
有
様
｝
一
テ
軍
事
上
《
一
モ
經
濟

１
１。
‐
■
０
可
Ⅱ
１
５
８
Ｌ
ｒ
Ｉ
■
ｒ
■
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｒ
Ｉ
ｌ

Ｉ

ｐ
ｒ
Ｘ
ユ
■
竃
Ａ

，■■

ロ

９

聖
ハ

I

一

口
『
Ｎ
ｈ
ｌ
ｐ
０
偶
Ｍ
ｉ
Ｉ
ｌ
肺
哩
Ⅲ
卵
１
０
１
Ⅱ
肌
Ｉ
‐
ト
ー
ト
Ⅲ
Ⅲ
１
８
仇
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｆ
ト
ザ

蕊＝ タコ

1， 1、 大ル
モ ス． 二 コ

上如頽ヨ
ニ キ ー ソ

モ其陥論
甚 脳重 り
一一■

稗
～

亀Iルヲ
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一
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船號一． 第報年會協
甦
廻
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I
一子一

日
Ｕ
■
■
日
巴
■
■
■
■
胴
Ｒ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
Ｂ
■
■
■
■
舌
■
■
■
■
■
■
ｎ
口
Ⅱ
■
■
０
月
■
■
何
日
■
例
■
団
日
■
●
Ｕ
８
耶
創
呼
酌
■
釧
刷
Ⅲ
刷
刮
四
副
刊
制
引

ス
ル
船
鵬
ハ
總
テ
我
國
一
一
於
テ
製
造
ス
空
一
至
ル
モ
或
ハ
彼
レ
’
一
模
造
シ
或
ハ
彼

シ
ト
類
似
ノ
モ
ノ
チ
製
作
シ
テ
以
テ
足
レ
リ
ト
ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ハ
勿
論
、
軍
鵬
〆

如
キ
ハ
殊
二
然
リ
ト
シ
マ
ス
、
而
シ
テ
倫
永
蛎
來
／
抱
負
チ
申
セ
バ
筍
ク
モ
騒
大

國
卜
競
争
シ
戦
闘
カ
チ
職
ク
セ
プ
｜
頁
彼
レ
’
一
優
リ
タ
ル
武
器
ヲ
有
セ
ネ
パ
ナ
ラ

ヌ
、
即
チ
我
造
船
業
毛
彼
と
一
劣
ラ
サ
ル
／
ミ
ナ
ラ
ス
學
術
上
深
ク
攻
究
シ
エ
夫

デ
凝
ラ
シ
テ
幾
等
優
リ
タ
ル
モ
ノ
チ
造
り
出
ス
’
一
至
ル
チ
期
セ
ネ
パ
ナ
ラ
ヌ
、
叉

遂
ニ
ハ
却
テ
欧
米
某
國
ヨ
リ
モ
亜
細
亜
近
画
ヨ
リ
モ
注
文
セ
ラ
ル
、
二
至
ル
テ
期

セ
’
ず
ハ
ナ
ラ
ヌ
、
弦
二
至
り
東
洋
海
國
ノ
ー
面
目
ニ
シ
テ
亦
タ
ー
快
事
や
国
営
マ

ス
、
従
来
國
防
／
不
如
意
ナ
ル
モ
近
頃
彼
我
輸
出
入
額
ノ
不
季
均
ナ
ル
モ
叉
國
費

多
端
ニ
シ
テ
内
政
上
必
要
／
事
業
ヲ
延
滞
セ
シ
ム
ル
モ
軍
艦
等
注
文
ノ
総
〆
互
多

ノ
聲
用
テ
支
消
シ
激
シ
ク
言
ヘ
ハ
・
之
ヵ
爲
〆
’
一
莫
大
ノ
金
額
デ
海
外
二
奪
上
去
ラ

ル
、
｜
一
因
ル
謡
デ
ァ
レ
ハ
造
船
事
業
ノ
盛
衰
〈
國
勢
ノ
消
長
二
開
シ
須
爽
毛
其
擴

張
一
プ
猶
豫
ス
ヘ
キ
’
一
ア
ラ
ズ
實
一
一
急
務
中
／
急
務
卜
謂
ハ
ネ
ハ
ｒ
フ
ミ
就
テ
ハ

一
方
二
於
テ
ハ
盆
々
官
私
／
造
船
事
業
ラ
盛
大
一
一
シ
叉
一
方
一
一
於
テ
ハ
愈
今
造
船

學
ノ
敷
育
チ
整
備
シ
内
外
二
於
テ
其
學
術
チ
研
究
シ
優
秀
、
テ
ル
技
術
渚
チ
養
成
ス

ル
コ
ト
緊
急
一
一
シ
テ
営
路
一
一
於
テ
殊
二
意
ヲ
用
ヒ
カ
テ
霊
サ
レ
ブ
ー
ニ
ト
切
要
デ
ァ

盆
一
プ
圖
ル
コ
ト
甚
タ
緊
要
デ
ァ
ル
、
差
シ
此
造
船
協
會
／
設
立
ア
ル
所
以
デ
ァ
リ

マ
シ
ー
テ
唯
今
會
長
ヨ
リ
述
言
フ
レ
タ
ル
ガ
如
ク
豫
一
寸
テ
其
専
門
／
方
今
一
一
於
テ
計

書
セ
ラ
レ
タ
ル
コ
ト
、
考
へ
今
日
開
會
／
運
上
’
一
至
リ
タ
ル
ハ
殊
更
喜
ハ
シ
ク
思

し
、

，

而
シ
テ
其
間
二
在
り
造
船
協
會
↓
ナ
ル
者
ア
リ
テ
造
船
／
事
業
上
及
學
術
上
使

口
“

ｎ

判

Ｉ

“

４

面

甲

◆

６

■

官

。

』

■

■

記

１
１
１

事

I
Ⅲ
Ⅱ
１
日
■
四
口
３
８
凸
ｒ
日
Ｉ
ｈ
Ｈ
Ｉ
１
Ｉ
日
日
■
Ｈ
１
日
日
■
２
４
８
１
Ⅱ
Ｈ
Ｈ
Ｉ
６
Ｉ
７
ｔ
ｊ
Ｊ
１

餌
■
■
ｄ
日
■
■
”
■
■
■
■
辰
■
卜
川
町
剛
Ⅶ
山
Ｍ
４
１
ｌ
ｈ
４
１
１
０
１

ｌ

ｌ

Ｉ

ｌ

ｌ

１

１

ｌ

Ｉ

▼

學

チ

志

ス

者

六

一

一

堀

加

シ

此

有

様

デ

進

ミ

行

弐

マ

ス

レ

パ

數

年

ヲ

出

ス

シ

テ

造

船

學
科
ヲ
卒
業
シ
｜
ァ
世
間
二
出
テ
官
私
／
造
船
業
一
一
從
事
ス
ル
者
ヲ
緬
冷
輩
出
ス
ル

｛
一
至
ル
デ
ァ
ラ
ゥ
ト
期
シ
｜
プ
居
り
マ
ス
、
今
此
協
會
ガ
設
置
セ
ラ
レ
先
進
〃
造
船

學
者
が
協
同
シ
テ
會
〃
事
二
當
一
プ
レ
叉
向
後
大
學
ヨ
リ
出
ラ
ル
、
造
船
學
科
卒
業

〃
學
士
毛
這
々
入
會
シ
マ
シ
テ
今
日
一
一
ア
リ
テ
恥
會
員
／
敷
術
永
多
・
刃
｜
フ
ザ
ル
モ

後
来
倍
々
墹
加
シ
獣
カ
シ
マ
シ
テ
相
共
一
一
便
墓
チ
得
墜
ア
ァ
ー
フ
ウ
ｉ
信
シ
テ
居
り

マ
ス
論
諸
種
〃
學
會
中
一
頁
當
和
盛
ブ
、
ナ
ル
モ
中
途
》
一
至
り
振
ハ
ザ
ル
モ
ノ
モ
ナ

４
ア
ハ
ァ
リ
マ
セ
ブ
、
素
ヨ
リ
此
造
船
協
會
ハ
方
今
造
船
事
業
チ
リ
其
學
術
チ
リ

大
一
一
擴
張
シ
進
歩
セ
、
シ
メ
子
（
茜
ブ
ス
緊
急
切
要
〃
暗
｛
一
際
シ
即
チ
此
非
常
守
ル

時
機
二
於
テ
非
常
テ
ル
熱
心
チ
凶
テ
設
立
セ
ラ
レ
タ
ル
コ
ト
ー
ァ
ァ
リ
マ
ス
レ
パ
必

ス
會
員
方
ノ
非
常
ナ
ル
謡
力
一
一
依
り
前
途
此
會
ノ
多
望
ニ
シ
テ
事
業
上
學
術
上
大

一

ヒ
マ
ス
、

日
猜
戦
争
以
来
造
船
変
事
毛
海
陸
軍
事
思
想
ト
英
二
大
二
増
進
シ
マ
シ
テ
エ
科
大

一

學
二
於
テ
モ
從
前
造
船
學
チ
修
ふ
ル
薪
寡
少
デ
ァ
リ
マ
シ
タ
が
一
雨
年
以
來
造
船

學
チ
志
ス
者
大
一
一
瑠
加
シ
此
有
様
デ
進
ミ
行
弐
マ
ス
レ
パ
数
年
ヲ
出
ス
シ
テ
造
船

二
効
盆
ア
ル
ペ
美
コ
ト
ハ
疑
ヒ
デ
容
レ
ザ
ル
ト
コ
画
デ
ァ
リ
マ
ス
益
々
會
員
一
致
一

協
同
シ
テ
此
會
ノ
隆
盛
チ
圃
ラ
レ
ブ
コ
ト
チ
希
望
シ
マ
ス
幸
二
開
會
／
席
二
列
シ
ー

何
一
一
毛
別
二
考
ヘ
タ
課
デ
モ
ァ
リ
マ
セ
ヌ
が
柳
ヵ
蕪
鮮
チ
誠
ヘ
テ
肌
詞
二
代
《
マ
ー

ス
、

一

○
協
同
員
武
田
秀
雄
君
登
漣
シ
テ
曰
私
〈
本
會
ノ
協
同
員
／
一
人
一
フ
ァ
リ
マ
ス

ル
ヵ
ラ
協
同
員
ノ
資
格
テ
以
ラ
何
力
今
日
ノ
總
命
一
一
本
會
〆
蒋
來
二
就
美
意
見
叉

１
ｌ
ｂ

日
！
Ⅷ
１
１
０
１
１

■

公

Ｐ
■

凹
日
ｂ
■
同
ａ
ｊ
ｄ
ｒ
‐
ご』一F石一一ニーーーマー＝唾一一

､一一一一一 一
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皆
共
｝
一
協
力
シ
テ
識
カ
セ
一
丁
パ
ナ
ラ
ヌ
．
ｒ
恩
』
マ
ス
、
今
日
ヱ
ァ
私
少
實
験
カ
ラ

〆
會
ノ
利
盆
ハ
中
々
莫
大
チ
モ
ノ
デ
ァ
リ
マ
シ
タ
、
ソ
レ
デ
是
非
斯
ウ
云
う
モ
グ

ガ
我
邦
ニ
モ
興
一
フ
ナ
ケ
レ
パ
チ
ラ
ヌ
、
ｒ
云
う
コ
ト
ハ
徴
カ
ナ
ガ
ラ
モ
者
〈
テ
層
リ

マ
シ
タ
、
サ
ウ
シ
テ
叉
此
造
船
學
ノ
進
歩
卜
云
フ
モ
ノ
ハ
御
承
知
ノ
通
り
唯
造
船

家
計
ｙ
集
ツ
テ
完
全
二
出
来
ル
モ
ノ
ト
ハ
思
ハ
レ
マ
セ
ヌ
、
資
際
船
テ
造
ル
人
計

リ
テ
テ
ク
即
チ
私
共
ノ
如
少
造
船
家
ノ
確
ヘ
タ
船
二
乗
テ
航
海
ス
ル
モ
ノ
ハ
申
ス

マ
デ
モ
テ
ク
其
ノ
他
造
船
學
及
造
船
事
業
二
開
聯
シ
ダ
職
務
一
一
從
事
ス
ル
モ
ノ
〈

記
事

＃

１
１
１

人
〆
間
ニ
モ
密
着
ナ
關
聯
が
翼
來
デ
誠
二
結
構
ナ
コ
ト
デ
ァ
ラ
ゥ
卜
思
ヒ
マ
ス

ル
、
サ
ウ
シ
｜
ア
又
此
會
が
圃
家
二
及
永
シ
マ
ス
ル
利
盆
基
可
會
長
始
メ
諸
君
ヨ
リ

段
冷
御
話
シ
モ
ァ
リ
マ
シ
タ
通
り
申
ス
ミ
ァ
モ
ナ
ク
我
日
本
ハ
敷
箇
〆
島
カ
ラ
成

テ
居
ル
島
帝
國
デ
ァ
リ
マ
ス
ル
カ
ラ
シ
テ
自
國
内
ノ
交
通
チ
ス
ル
’
一
モ
船
舶
ガ
無

タ
テ
ハ
何
事
毛
出
来
ナ
イ
話
ぎ
く
其
方
カ
ラ
老
ヘ
マ
ス
ル
ト
云
う
卜
斯
ゥ
云
う

造
船
協
會
ノ
ャ
ウ
ナ
會
ハ
数
年
前
或
ハ
数
百
年
前
一
一
雪
躰
興
ラ
才
グ
レ
パ
茜
フ

ヌ
カ
ト
考
へ
蟹
プ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
、
然
ル
《
一
斯
ゥ
云
う
モ
ノ
が
興
ラ
ナ
ヵ
ッ
タ
ノ
ハ

人
智
ノ
發
逹
斯
ル
程
度
一
一
季
フ
ズ
叉
時
勢
が
サ
ゥ
云
ブ
研
へ
向
カ
ヌ
次
第
一
プ
モ
ァ

リ
マ
シ
雪
フ
ウ
ガ
兎
二
角
我
冷
／
覗
先
〈
唯
武
士
道
チ
研
ク
ー
邊
二
精
祁
ヲ
勢
シ

祗
會
二
士
農
工
商
杯
〃
膣
別
チ
設
ク
テ
除
リ
エ
業
／
事
一
一
重
キ
チ
置
カ
ナ
ヵ
ッ
タ

言
上
マ
ス
ぞ
ｒ
立
派
ナ
船
が
出
来
マ
シ
テ
ソ
レ
ヘ
乗
一
ァ
歩
キ
マ
ス
ル
風
ハ
シ
動
魚
胸

所
二
故
障
ガ
ア
ル
ト
カ
或
〈
何
虚
が
悪
迄
や
ヵ
云
上
随
分
船
／
中
一
ァ
色
々
ノ
評
モ

ス
ル
コ
、
ｒ
ガ
ア
リ
マ
ズ
、
其
評
／
内
一
天
或
《
詰
ラ
ヌ
評
モ
ァ
ー
烏
セ
ゥ
が
中
｝
一

ハ
又
造
船
家
即
チ
船
チ
栫
ヘ
ル
人
ノ
耳
二
入
レ
テ
大
一
一
將
來
ノ
参
考
、
ｒ
モ
ナ
班
ベ

キ
評
論
叉
ハ
賛
騨
説
毛
許
多
ア
リ
マ
ス
ル
、
サ
ウ
云
う
モ
ノ
ー
プ
今
日
ヱ
ァ
ハ
斯
ゥ

云
う
會
毛
ア
リ
マ
セ
ヌ
カ
ラ
只
一
坐
ノ
話
シ
｜
一
流
ビ
プ
仕
舞
ツ
テ
其
話
シ
カ
ラ
一

向
利
盆
チ
得
ル
コ
ト
モ
ァ
リ
マ
セ
ナ
カ
ッ
タ
或
ハ
多
少
／
利
益
チ
收
メ
ル
場
合
が

ア
リ
マ
董
一
ノ
モ
夫
レ
ハ
一
部
分
二
止
リ
ー
般
二
及
ボ
ス
。
、
ド
ハ
少
苛
ワ
ゴ
ザ
リ
マ

シ
タ
が
是
カ
ラ
ハ
斯
ウ
云
う
會
毛
興
リ
マ
シ
タ
カ
ラ
段
々
協
同
員
モ
殖
へ
空
ア
ゴ

ザ
イ
マ
セ
ウ
カ
ラ
次
第
一
一
造
船
家
諸
君
卜
造
船
家
諸
君
ノ
栫
ヘ
タ
虚
ノ
船
チ
扱
う

Ｌ
Ｈ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｒ
Ｈ
Ｂ
Ｉ
Ｉ
■
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
■
■
１
１
Ⅱ

ｊ
Ｆ
－
■
叩
、

ｋ
ｑ
■
１

’
八

－
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ハ
覗
詞
〃
ヤ
ウ
ナ
モ
／
チ
申
シ
述
べ
ロ
ド
云
ブ
御
依
頼
ガ
ァ
リ
マ
シ
タ
ガ
實
ハ
段

段
協
同
員
諸
君
／
中
一
一
毛
造
船
學
二
關
聯
シ
テ
知
名
／
御
方
々
モ
ァ
ル
コ
ト
デ
ゴ

ザ
ィ
マ
ス
ル
カ
ラ
中
今
私
共
ガ
此
〆
方
々
テ
措
テ
く
ろ
う
ど
パ
カ
リ
御
集
リ
ノ
所

デ
申
上
ゲ
ル
コ
ト
ト
テ
ハ
ゴ
ザ
リ
マ
セ
ヌ
然
シ
折
角
ノ
御
相
談
卜
云
己
且
《
本
會

／
創
立
ノ
．
事
二
就
美
了
》
テ
私
〈
最
モ
熱
心
二
賛
成
シ
ダ
一
八
デ
ァ
リ
マ
ス
レ
カ

ラ
シ
テ
餘
リ
卑
下
シ
ー
プ
御
依
順
テ
群
シ
マ
ス
ノ
ハ
甚
交
本
會
、
／
コ
ド
・
ニ
冷
淡
〃
ヤ

ウ
’
一
毛
ア
リ
叉
當
初
熱
心
一
一
賛
成
致
シ
マ
シ
タ
本
意
》
一
モ
惇
ル
次
第
ト
心
得
マ
シ

テ
強
テ
承
諾
致
シ
マ
シ
タ
、

元
來
私
〈
造
船
學
及
上
造
船
學
二
關
聯
シ
ダ
學
問
並
一
一
事
業
二
就
宍
斯
ウ
云
ブ
協

會
ノ
必
要
ア
ル
事
ハ
ズ
ッ
ト
前
カ
ラ
自
分
一
己
デ
ハ
老
ヘ
テ
居
り
マ
シ
タ
、
私
ハ

多
ク
船
一
一
乗
ツ
テ
歩
ル
ク
職
務
一
一
從
事
致
シ
マ
シ
テ
其
間
一
天
今
會
長
赤
松
閣
下

ノ
御
話
／
ア
リ
マ
シ
タ
英
吉
利
ノ
造
船
協
會
即
チ
い
ん
す
ち
ち
ゅ
う
し
ょ
ん
秒
を

ふ
、
砲
１
ば
る
、
あ
’
き
て
く
つ
す
／
記
事
杯
ハ
絶
ヘ
ズ
讃
ミ
マ
シ
タ
が
實
二
彼
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一
■
ｐ
■
■
Ⅱ
■
Ｕ
■
■
・
〃
Ⅱ
肥
■
ａ
旧
円
旧
踊
四
日
陸
■
叩
Ｉ
■
″
ｒ
▲
■
■
口
自
ら
ｂ
Ｒ
Ｉ
０
■
且
Ｉ
ｂ
句
１
Ｐ
■
●
■
甘
■
Ｊ
‐
旬
，
●
け
禺
瞬
』
用
０
■
■
■
Ⅱ
旧
Ｌ
■
■
岡
■
■
■
■
■
Ｔ
ｂ
ｌ
Ｉ
ｕ
■
■
■
円
■
Ⅲ
■
■
回
り
■
■
■
巳
咀
仰
Ⅶ
ｑ
咽
■
■
■
■
用
Ｈ
Ⅲ
Ｉ
ｒ
Ｋ
リ
ー
肥
ｍ
Ｂ
㈹
・
■
■
■
■
一
■
直
■

｜

I
1が

綴
一
一
造
船
學
撚
／
コ
ト
’
一
毛
注
意
ス
ル
人
が
少
ナ
ヵ
ッ
タ
．
ト
思
ヒ
マ
ス
殊
一
一
御

承
知
ノ
通
り
徳
川
氏
時
代
一
天
徒
一
一
無
事
チ
謀
ル
ノ
除
リ
ー
ノ
政
略
ト
シ
テ
除
リ

大
キ
ナ
船
チ
栫
ヘ
ル
コ
ｒ
ハ
出
來
ヌ
ト
云
う
濯
律
毛
出
来
マ
シ
タ
カ
ラ
元
来
造
船

事
業
ナ
ド
ノ
進
歩
一
天
無
頓
著
ノ
時
勢
ナ
ル
’
一
サ
ウ
云
ブ
法
律
が
出
タ
カ
ラ
倍
々

此
學
問
が
振
ハ
ヌ
原
ニ
ナ
ッ
タ
ノ
デ
ハ
ァ
ル
マ
ィ
ヵ
ト
思
上
マ
ス
誼
．
然
ル
’
一
明
治

御
一
新
此
方
欧
米
諸
國
ト
交
通
チ
始
メ
テ
總
テ
ノ
エ
業
が
勃
興
シ
テ
参
り
從
テ
造

船
難
及
上
造
船
ノ
事
業
卜
云
ブ
毛
ノ
モ
誠
二
盛
大
ナ
ー
》
卜
’
一
ナ
リ
マ
シ
テ
現
一
一
實

例
チ
鶏
ケ
テ
見
テ
モ
海
軍
デ
以
テ
始
〆
’
一
機
須
賀
／
造
船
所
デ
造
リ
マ
シ
至
ｌ
代

田
形
ト
カ
或
〈
今
日
ヱ
ァ
存
シ
テ
届
ル
磐
城
杯
ト
云
ブ
砲
臘
チ
此
頃
栫
ヘ
マ
シ
ダ

橘
立
ト
カ
或
ハ
須
晦
卜
力
或
ハ
秋
律
洲
卜
云
フ
ャ
ウ
ナ
大
キ
ナ
船
卜
比
較
シ
テ
見

ル
ト
富
二
夙
日
／
論
デ
ハ
ナ
イ
ト
思
上
マ
ス
、
ソ
レ
カ
ラ
叉
昔
シ
ハ
造
船
所
モ
柄

モ
ナ
カ
ッ
タ
ノ
ガ
今
ハ
横
須
賀
海
軍
造
船
所
チ
始
〆
或
ハ
臭
、
佐
世
保
／
海
軍
造

船
所
叉
ハ
長
崎
ノ
三
菱
造
船
所
其
他
石
川
島
ノ
造
船
所
卜
力
或
ハ
大
坂
／
鐵
工
所

ト
カ
祁
戸
ノ
川
崎
造
船
所
ト
カ
段
々
私
立
／
造
船
所
が
勃
興
シ
テ
賞
一
一
今
日
ハ
祇

會
ノ
趨
勢
が
斯
ウ
云
う
協
會
ノ
輿
を
プ
促
カ
シ
タ
次
第
ダ
ラ
ゥ
ト
存
ジ
マ
ス
、
サ

ウ
シ
矛
今
一
垣
申
シ
マ
シ
タ
通
り
’
一
我
國
ニ
ノ
島
帝
圃
／
コ
ト
デ
ァ
リ
マ
ス
ル
ヵ

ラ
シ
テ
ド
ウ
シ
テ
モ
斯
ウ
云
う
協
會
が
盛
シ
’
一
チ
リ
、
從
テ
造
船
事
業
及
上
造
船

學
術
が
盛
シ
ニ
ナ
ラ
テ
ク
シ
パ
我
邦
〈
決
シ
テ
充
分
ナ
即
チ
完
全
テ
ル
進
歩
テ
シ

タ
ト
ハ
極
端
二
論
ス
レ
重
言
へ
マ
イ
ト
思
プ
位
亨
．
ア
リ
マ
ス
、
画
チ
守
ル
ニ
モ
船

ガ
要
り
國
〆
富
チ
致
蚕
天
運
輪
交
通
ノ
機
關
〃
充
分
二
備
〈
｜
ツ
ー
ァ
届
ラ
ナ
ク
レ

記
事

Ｆ
Ｂ
ｇ
月
ｉ
Ｉ
■
！
■
■
ｉ
，
ｉ
皿
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
川
ｉ

１
■
■
同

■
■
卜

■

■

■

０

１

当

ｑ

ｌ
ル
黄
悔
海
戦
ノ
翌
日
ヂ
ァ
リ
マ
ス
ガ
黄
悔
海
戦
ノ
日
即
チ
ニ
十
七
年
九
月
十
七
日

ハ
我
日
本
が
二
十
七
八
年
ノ
役
一
一
決
着
ノ
勝
利
チ
得
タ
日
デ
ァ
リ
マ
シ
テ
夫
ヨ
リ

段
冷
日
本
帝
圃
〃
一
名
藤
モ
携
ツ
テ
來
タ
次
第
デ
詰
り
黄
海
戦
捷
ノ
三
週
年
／
翌
日

總
會
チ
此
虚
デ
開
キ
マ
シ
タ
ノ
ハ
本
會
か
黄
海
海
戦
後
ノ
我
國
ノ
如
ク
毎
々
陸
驍

二
赴
ク
前
兆
デ
ァ
リ
マ
シ
テ
將
來
チ
ト
ナ
ウ
｜
一
足
リ
ル
コ
ト
デ
ァ
ラ
ウ
ト
恩
ヒ
マ

ス
、
誠
一
一
時
勢
卜
云
上
｜
初
シ
衝
／
日
柄
卜
云
上
將
來
ノ
隆
熊
チ
表
ス
ル
次
第
デ
ゴ

ザ
リ
マ
ス
ル
柳
力
轆
鮮
チ
述
へ
本
會
ノ
先
途
チ
戒
シ
マ
ス
ル
、

○
臨
時
主
事
進
經
大
君
日
是
ヨ
リ
役
員
選
畢
チ
行
ヒ
マ
ス
投
票
チ
開
テ
計
算
チ

致
シ
マ
ス
少
シ
時
間
が
掛
リ
マ
ズ
カ
ラ
左
様
御
承
知
チ
願
建
マ
ス

（
投
票
／
数
チ
計
算
ス
）

開
票
ノ
結
果
即
チ
當
選
者
チ
御
報
告
致
シ
マ
ス

副
會
長
（
在
東
京
正
員
〉
佐
盤
左
伸
霜

同
（
在
東
京
正
員
）
三
好
晋
六
郎
君

（
出
来
ヌ
ト
云
う
次
第
ニ
ナ
ッ
テ
雲
リ
マ
ズ
ト
即
ヂ
問
擁

進
ミ
立
派
テ
ル
鵬
船
ガ
出
來
ナ
ク
レ
バ
ナ
ラ
ヌ
卜
云
フ

ル
、
斯
ゥ
云
ブ
必
要
一
一
迫
ツ
テ
生
ビ
プ
來
舜
此
會
デ
ァ
リ

ハ
幸
一
一
シ
テ
此
事
業
一
一
關
聯
シ
ダ
總
テ
ノ
事
一
一
就
テ
充
分

ツ
テ
居
ラ
レ
マ
ス
ル
高
名
ナ
ル
赤
松
閣
下
チ
戴
キ
會
員
諸

〈
知
名
ノ
方
や
デ
ァ
リ
マ
ス
カ
ラ
必
ス
將
來
ハ
充
分
ナ
ル

ス
ル
’
一
相
逹
ナ
ヒ
ト
恩
ヒ
マ
ス
、
ソ
レ
カ
ラ
叉
丁
度
今
日

１
１

臼

ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
刑
■
■
■
■
Ⅱ
１
１

山

ｈ

Ｆ

Ｆ

Ｉ

ｒ

ｌ

Ｏ

Ⅳ

Ｆ

Ｗ

６

１

１

Ｉ

Ⅱ

Ⅱ

１

Ｋ

■

Ｂ

Ｌ

Ｉ

卜

ｌ

Ｈ

Ｉ

Ｈ

Ｈ

Ⅱ

Ｉ

ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

九

'’

1
2

i
タ
一

一 ＝エテー言一一室一一一
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會
一

船造
一

協
一 等

同同同同評同
議
員 ．

同同同同同同同同同同 同同地
方
評
議
員

同

（
在
東
京
協
同
員
）

（
在
東
京
外
正
員
）

（
在
東
京
外
正
員
）

（
在
東
京
正
員
）

（
在
東
京
正
員
）

（
窪
東
京
正
員
）

（
在
東
京
正
員
）

（
在
東
京
正
員
）

（
在
東
京
正
員
）

（
在
東
京
協
同
員
）

（
在
東
京
協
同
員
）

（
在
東
京
協
同
員
）

（
在
東
京
協
同
員
）

（
燕
横
須
賀
正
員
）

（
在
横
須
賀
正
員
）

（
在
溌
溌
正
員
）

（
在
職
濱
協
同
員
）

（
在
祁
戸
正
員
）

（
在
大
坂
正
員
）

（
在
呉
正
員
）

事

I

石
黒
五
十
二
君

山
口
辰
彌
君

黒
一
川
．
勇
熊
君

松
尾
鶴
太
郎
君

進
經
太
君

臼
井
藤
一
郎
君

若
山
錘
吉
君

内
藤
政
共
君

弁
口
在
屋
君

澤
鑑
之
丞
君

武
田
秀
雄
君

關
重
忠
君

大
田
六
郎
君

辰
巳
一
君

岩
田
善
明
君

須
田
利
信
君

恒
川
柳
作
君

田
中
泰
董
君

白
戸
隆
久
君

山
木
良
三
郎
君

○
兼
任
役
員
ノ
選
畢
十
月
十
日
臨
時
役
員
會
二
於
テ
兼
任
役
員
チ
選
畢
ス
當
避

者
左
ノ
如
シ

主
事
（
評
議
員
正
員
）
進
經
大
君

同

（
評
議
員
協
同
員
）
。
澤
鑑
之
丞
君

主
計
（
評
議
員
正
員
）
松
尾
鶴
太
郎
君

會
計
検
査
役
（
副
會
長
正
員
）
佐
墜
左
仲
君

同
（
評
議
員
正
員
）
若
山
鍾
吉
君

○
金
員
物
品
寄
附
第
一
總
會
以
後
金
員
物
品
チ
寄
附
セ
ラ
レ
タ
ル
諸
君
左
／
如

十
月
十
日
臨
時
役
員
會
二
於
テ
兼
任
役
員
チ
選
畢
ス
當
避

同
（
在
佐
世
保
唾
員
）
河
崎
民
槌
君

同
（
在
長
崎
正
員
）
丸
田
秀
實
君

同
（
在
画
舘
正
員
）
山
尾
禰
三
君

○
會
長
男
爵
赤
樋
則
頁
君
日
夫
墜
ア
ハ
役
員
／
選
畢
チ
了
リ
マ
シ
テ
ゴ
ザ
ィ
マ

ス
ル
デ
之
レ
ニ
テ
閉
會
テ
致
シ
マ
ス

シ

賛
成
員
松
田
源
五
郎
君
ヨ
リ

同
田
中
市
兵
衞
君
ヨ
リ

同
杉
山
孝
卒
君
ヨ
リ

同
梅
補
精
一
君
ヨ
リ

正
員
佐
墜
左
仲
君
ヨ
リ １

１

一

金
六
十
圓

金
百
圓

金
六
十
圓

金
薗
圓

花
瓶
壹
對

十

=_」I
一

一

－
一

‐一

一’一コ一弓一一＝ 一句合
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’
邸
Ｉ
Ⅲ
、
眺
叩
研
卯
Ⅲ
Ⅱ
肌
肘
Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
、
岬
Ｌ
冊
欣
Ⅲ
Ｉ
Ⅲ
肥
ｎ
Ｎ
Ｉ
旧
旧
旧
旧
Ⅳ
Ｌ
に
岬
ｍ
Ｍ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
０
Ⅱ
１
ｉ
Ⅱ
ｆ
Ｌ
ａ
０
Ｌ
ｆ
６
二
１
．
Ｆ
Ｌ
■
！
Ⅱ
凸
．
’
１

評
議
員
一
一
當
選
シ
タ
リ

員
二
峡
員
チ
生
シ
タ
ル

○
會
員
数
十
二
月
十
五
日
一
一
於
ク
ル
會
員
数
左
ノ
如
シ

名
器
員
二
十
七
名

賛
成
員
十
五
名

正
員
六
十
名

．
協
同
員
二
十
七
名

准
員
七
十
一
名

・
合
計
二
百
名

○
倉
員
死
亡
名
蕃
員
佐
藤
銭
雄
君
ハ
十
月
十
四
日
死
亡
セ
｜
フ
レ
タ
リ

○
評
議
員
補
欲
當
選
評
議
員
臼
井
藤
一
郎
君
英
國
へ
出
張
ノ
爲
〆
在
東
京
評
議

員
二
峡
員
チ
生
シ
ダ
と
一
付
規
則
第
三
十
一
條
二
依
り
禰
峡
ト
シ
テ

在
東
京
正
員
眞
野
文
二
君

１
１
１

コ
ヲ
イ
ヂ
ン
グ
ウ
難
イ

船
舶
ノ
進
水
計
算
中
最
モ
肝
要
ナ
ル
ハ
橇
臺
〆
前
端
〃
最
大
座
カ
チ
知
テ
此

フ
ヒ
ツ
キ
ス
胸
ウ
エ
イ

瞳
カ
テ
受
授
ス
ル
船
鵠
、
固
定
臺
及
固
定
臺
ノ
基
礎
／
崩
壊
チ
防
キ
、
固
定

臺
ノ
水
面
下
二
於
ク
ル
長
サ
チ
定
メ
テ
船
尾
／
堕
落
卜
船
首
ノ
過
當
テ
ル
沈

下
ト
チ
防
夫
、
横
抗
偏
性
チ
確
實
一
一
シ
テ
進
行
中
ノ
横
傾
斜
チ
避
〃
、
進
行

磯
ツ
グ
シ
ヨ
ワ
ー

カ
牙
計
算
シ
テ
阻
滑
柱
ノ
程
度
チ
定
〆
、
進
行
速
度
チ
計
算
シ
テ
進
水
〃
緩

１
１
１
１

會
員
寄
稿

○
船
舶
ノ
進
水
摘
要

會
員
寄
稿

』

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
Ｆ
１
卜
■
■
■
■
■
■
■
可
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
●
Ｂ
■
■
■
■
■
ｐ
■
■
■
壬
■
何
口
町
田
■
■
面
叩
日
夙
■
一
■
■

’

Ｉ
一

得
ス
ト
雌
肩
浮
涯
性
署
‐
メ
ブ
ト
筐
シ
ー
ヱ
度
沈
下
性
「
モ
ー
メ
ブ
ト
豈
耀

過
ス
ル
’
一
至
レ
ハ
船
首
部
／
ミ
ハ
橇
臺
ノ
前
端
チ
介
シ
テ
依
然
固
定
蜑
面
二
接
着

ス
ル
ミ
船
尾
《
橇
臺
／
後
部
卜
共
二
漸
々
固
定
臺
チ
雛
レ
テ
俘
涯
ズ
ル
》
一
至
ル

急
チ
知
ル
ニ
ァ
リ
、
叉
右
要
領
〃
外
猶
永
研
究
チ
要
ス
ル
モ
ノ
勘
ナ
ヵ
ラ
ス
｜

左
｝
一
計
算
／
大
要
チ
陳
〈
併
セ
テ
會
貢
諸
君
ノ
添
削
チ
乞
ハ
ブ
ト
欲
ス

會
員
佐
墜
左
仲

同
松
尾
鶴
太
郎

第
一
項
船
尾
浮
始
メ
ノ
位
置

進
水
中
ノ
船
舶
ハ
、
船
尾
水
中
一
一
鯛
レ
タ
ル
後
／
進
行
期
一
一
在
テ
ハ
第
一
間
一
二
不

メ
ス
力
如
ク
總
テ
ノ
位
置
二
於
テ
各
其
／
浮
挺
力
卜
重
量
卜
｜
一
依
り
相
反
抗
式
ル
ー

庭
ノ
ー
「
モ
ー
メ
ブ
ト
」
チ
發
生
ス
、
即
ヂ
俘
挺
カ
ハ
橇
臺
ノ
前
端
二
對
シ
ー
ノ
桴
一

挺
性
「
モ
ー
メ
ブ
ト
」
チ
發
生
シ
テ
船
尾
チ
浮
涯
セ
ヅ
ト
シ
、
船
鵠
重
量
ハ
亦
同
端
一

二
對
シ
｜
ヱ
ッ
ノ
沈
下
性
毫
Ｉ
メ
ヅ
ト
」
チ
發
生
シ
橇
臺
チ
介
シ
テ
船
贈
全
部
一

チ
固
定
臺
面
二
瞳
迫
セ
ゾ
ト
ス
、
故
一
一
進
行
中
沈
下
性
「
モ
ー
メ
ブ
ト
」
ニ
シ
テ
桴
一

挺
性
「
モ
ー
メ
プ
ト
」
’
一
超
過
ス
ル
問
ハ
船
罷
〈
勢
迄
固
定
臺
面
二
接
着
セ
サ
ル
ヲ
ー

一

モ
／
ト
０
ス

Ｄ
チ
進
行
中
一
一
於
ク
ル
或
位
置
ノ
排
水
量
１
シ

Ｗ
チ
船
篭
ノ
重
量
ト
シ

〃
チ
進
水
橇
臺
ノ
前
端
ヨ
リ
排
水
量
Ｄ
／
浮
挺
心
Ｂ
迄
ノ
水
平
距
離
ト
シ

ー
チ
進
水
橇
臺
／
前
端
ヨ
リ
重
心
Ｇ
迄
／
水
平
距
離
ト
ス
レ
ハ

１
１

’
■■■■■■■■■■■Ｂ■■■■■■１１

Ｊ

守

Ｏ

Ｉ

Ｉ

■

ｉ

Ｉ

■

Ⅱ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

Ⅱ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

Ｉ

ｌ

ｌ

ｌ

■

Ｉ

’

十
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伊
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三

遡
延
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ｉ

へ
キ
ト
思
ハ
ル
、
勾
配
チ
與
ヘ
テ
試
一
一
此
位
置
二
對
ス
ル
Ｄ
及
〃
チ
計
算
シ
聯
其
一

積
ノ
Ｗ
Ｉ
〃
積
一
一
等
シ
キ
ャ
否
チ
瞼
シ
、
若
シ
等
シ
弱
ラ
ザ
ル
ト
キ
ハ
順
次
龍
骨

ノ
勾
配
チ
鐡
更
シ
テ
同
様
ノ
計
算
チ
繰
返
シ
、
数
回
其
ノ
當
否
チ
愉
シ
終
二
適
當

ナ
ル
勾
配
卜
之
一
一
伴
う
所
／
排
水
量
Ｄ
及
距
離
泓
チ
求
ム
ル
コ
ト
チ
得
ベ
シ
、
此

排
水
量
Ｄ
ハ
即
チ
指
定
シ
タ
ル
位
置
／
排
水
量
チ
リ
｜

船
尾
浮
始
メ
ノ
位
置
ｒ
船
首
桴
始
津
ノ
位
置
心
〃
間
二
於
ク
ル
排
水
量
曲
線
〈
或
一

三
四
ノ
位
置
一
一
就
巽
前
記
ノ
試
察
的
計
算
チ
ナ
シ
以
テ
之
チ
需
ク
コ
ト
チ
得
へ

シ
、
然
し
ト
モ
船
尾
浮
始
メ
ノ
當
時
卜
船
首
桴
始
メ
ノ
當
時
ト
ー
於
ク
ル
排
水
量

ハ
右
ノ
計
算
｜
一
依
ラ
ザ
ル
モ
闘
面
上
ヨ
リ
簡
易
二
之
チ
測
定
ス
ル
ノ
方
法
ア
リ
、

即
チ
船
尾
浮
始
〆
〃
當
時
一
一
於
ク
ル
排
水
量
ハ
橇
臺
ノ
前
端
二
對
ス
ル
桴
混
性
一

「
モ
ー
メ
ゾ
ト
」
卜
同
沈
下
性
「
モ
ー
メ
ヅ
ト
」
ｒ
ノ
ー
線
皇
父
叉
鮎
ヨ
リ
水
卒
軸
上

一
二
シ
ダ
垂
直
線
テ
書
キ
橇
臺
／
全
長
チ
固
定
薑
》
一
接
鯛
シ
テ
遊
行
シ
タ
ル
塲
合
ノ
排
水
量
曲
線
チ
切
断
ス
レ
ハ
、
此
切
断
黙
ハ
即
ヂ
船
尾
俘
始
メ
ノ
當
時
二
於
ケ
ー

ル
排
水
量
一
プ
與
フ
ル
モ
ノ
ナ
リ
、
叉
船
首
浮
始
ノ
際
二
於
ク
ル
排
水
量
ハ
固
定
一
竈

ノ
長
サ
充
分
ナ
ル
塲
合
｝
一
ア
リ
テ
ハ
橇
臺
前
端
〆
始
メ
テ
固
定
臺
ヨ
リ
分
離
セ
ブ

ト
ス
ル
〆
位
置
電
即
チ
橇
臺
／
船
首
二
船
鵠
ノ
自
由
二
浮
涯
シ
タ
ル
時
ノ
喫
水
チ
與
プ
ベ
美
位
置
二
於
テ
始
メ
テ
發
生
↓
〈
、
故
二
進
水
固
定
臺
上
｝
一
橇
臺
前
端
／
右
一

／
喫
水
一
プ
許
容
ス
ペ
菱
位
置
チ
求
ム
レ
ハ
、
此
位
置
ハ
即
チ
船
首
浮
始
メ
／
位
置

ニ
シ
テ
而
シ
テ
之
一
一
該
當
ス
ル
排
水
量
ノ
額
入
船
鵠
二
塁
量
即
チ
船
鵠
ノ
自
由
一
一

浮
挺
シ
タ
ル
塲
合
／
排
水
量
二
等
シ
、
然
し
ト
モ
進
水
固
定
皇
ノ
長
サ
短
ク
シ
テ
’

’

會
員
寄
稿

」ｊ
竹
７
１
１
Ⅱ
Ⅲ
１
１
告
！
■
側
』
■
１
日
！
。
■
■
△
■
缶
■
Ｌ
■
■
Ｄ
ｌ
ｐ
ｌ
ｌ
Ｉ
■
ｌ
■
１
１
１
■
■
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
・
’
１

M

船
尾
浮
姑
〆
／
後
一
一
於
ク
ル
排
水
量
／
計
算
及
測
定
右
〆
如
シ
、
然
し
尼
此
時
期

ノ
排
水
量
曲
線
《
其
實
殆
プ
ト
直
線
｝
一
近
似
ス
ル
ガ
故
｝
一
賃
際
｛
一
於
テ
ハ
右
記
載

ノ
試
察
的
計
算
法
一
一
依
ラ
ズ
船
尾
浮
始
メ
ノ
位
瞳
一
一
於
ク
ル
排
水
量
ノ
『
オ
ル
ヂ

子
ｌ
卜
」
卜
船
首
ノ
將
｝
一
固
定
臺
チ
圓
滑
｝
一
離
し
．
ゾ
ト
ス
ル
際
（
水
面
下
二
於
ク

ル
固
定
臺
／
長
サ
短
キ
ド
キ
ハ
之
レ
ガ
延
長
線
チ
謡
蒸
橇
臺
チ
延
長
固
定
零
線
上

チ
進
行
ス
ト
假
定
シ
）
ノ
排
水
量
ノ
句
オ
ル
ヂ
子
，
ｒ
」
ト
〃
雨
頂
鮎
チ
清
線
｜
一
テ

結
合
ズ
レ
〈
、
固
定
臺
ノ
長
サ
充
分
チ
ル
ド
キ
ハ
此
総
合
線
／
全
部
又
固
定
蟹
／

長
サ
短
キ
ト
キ
ハ
此
結
合
線
／
一
部
分
が
右
／
進
行
時
期
二
於
ケ
ル
排
水
量
ノ
指

示
線
チ
表
ス
ル
モ
ノ
チ
、
″

第
三
項
権
臺
前
端
ノ
集
合
腿
力

船
韻
／
重
量
Ｗ
ハ
船
尾
入
水
ノ
當
一
初
ヨ
リ
船
鵠
ノ
完
ク
固
定
蔓
テ
雛
ル
爺
｛
一
至
ル

迄
終
始
其
〃
位
置
相
當
ノ
桴
挺
カ
ー
一
等
シ
巽
Ｄ
テ
ル
分
力
ト
割
ｌ
ロ
ナ
ル
分
力
ト

ノ
ニ
ッ
》
一
分
離
ス
ル
型
ｒ
チ
斜
、
耐
シ
テ
右
二
分
カ
ノ
内
前
者
ハ
浮
潅
力
Ｄ
之
チ

支
へ
後
者
〈
固
定
臺
之
チ
支
ユ
ベ
莞
モ
グ
ナ
リ
本
項
一
一
於
テ
ハ
即
チ

圃
梛
鯛
伶
、
属
卦
Ⅱ
弓
Ｉ
ご
：
：
；
、
：
：
（
四
）

二
就
芙
陳
述
ス
ル
所
ア
ラ
プ
ト
ス

右
ノ
唾
カ
ハ
船
鵠
入
水
／
営
一
初
一
一
最
大
｜
一
シ
テ
爾
兼
進
行
卜
與
一
一
漸
次
減
少
ス
ペ

船
菅
一
一
沈
下
（
第
五
項
参
照
ス
ヘ
シ
享
與
プ
ル
場
合
一
一
ア
リ
テ
ハ
固
定
臺
上
ノ
最

大
排
水
量
《
試
察
的
ノ
計
算
一
一
依
ラ
ザ
レ
ベ
精
確
ナ
ル
答
チ
群
ル
能
ハ
ザ
ル
ヘ

シ

卜

p
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．
１
１
１
１
‐
”
Ⅲ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

－
ｌ
ｏ
ｌ
ｌ
Ｊ
‐
’

一
キ
モ
／
チ
リ
、
菫
一
扇
二
於
ク
ル
排
水
量
曲
線
ト
重
量
直
線
卜
／
間
ニ
ァ
ル
「
オ

ー
ル
ヂ
テ
ー
ト
」
ノ
長
〈
船
鵠
／
進
行
中
固
定
臺
上
二
及
ボ
ス
ベ
キ
睡
力
〃
消
長
デ

Ｉ
ｒ
Ｈ
Ｌ
■
Ｒ

F■ ＝ b

■
ｒ
６
Ｐ
ｒ
ｒ

榛
支
柱
チ
施
シ
、
叉
該
集
合
瞳
カ
ー
ー
シ
テ
陸
上
一
一
發
生
ス
ル
芹
《
往
々
橇
臺
前
端

卜
固
定
臺
卜
／
接
燗
部
二
發
火
ス
ル
ノ
恐
レ
ァ
ル
ガ
タ
メ
豫
〆
消
防
／
準
備
チ
ナ

１
１
捌
嗣
７
ｊ
４
ｈ
ｕ
Ｒ
Ⅲ
四
面
川
１
１

會
員
寄
稿

１ｑ

Ｈ
■
■
可

‐■

■

1

ｌ

Ｉ
Ｉ

Ｌ，■１１

。
ｂ
Ⅱ
１
１
‐
Ⅱ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｐ
ｈ
Ｉ
ｐ
ｂ
ｒ
写
卜
』
ｐ
ｒ
Ｄ
０
■
二
】
Ｉ

ヨ
リ
船
尾
桴
始

定
臺
二
接
鯛
ス

ム
ル
〆
後
〈
橇

ル
儲
其
ノ
進
行

皇
／
前
端
二
集

位
置
二
於
テ
最

、
／
際
皆
無
若

二
逹
ス
ル
丁
ァ

分
一
一
ハ
豫
〆
注

部
分
即
チ
橇
臺

時
堅
固
ナ
ル
防

メ
ノ
位
置
、
即
ヂ
沈
下
性
宅
Ｉ
メ
ッ
ト
｜
／
直
線
卜
浮
挺
性
「
モ
ー
メ
プ
ト
」
ノ
曲
一

線
ト
ク
交
叉
黙
〃
位
置
チ
達
ク
ス
ル
’
一
ア
リ
、
蓋
シ
此
交
叉
黙
一
一
シ
テ
極
端
ノ
場

合
｝
一
於
テ
重
量
直
線
卜
橇
臺
全
長
／
固
定
臺
一
一
接
鯛
シ
鐙
》
ル
時
期
〃
排
水
量
曲
線

／
延
長
線
卜
／
交
叉
鮎
〆
興
上
一
一
來
ラ
ハ
該
集
合
歴
カ
ハ
皆
無
ト
ナ
ル

第
四
項
船
尾
ノ
堕
蕊
↑

誕
確
雫
》
誹
緬
評
峰
蝿
野
捗
轄
郵
濡
調
珊
鍛
峠
窄
筆
一
雫
心
妙
識
磨
汚
痒
癖
御
雫
珊
一

進
水
上
一
一
於
ケ
ル
諸
種
／
失
敗
チ
避
ケ
ブ
ト
欲
セ
ハ
成
ル
ヘ
ク
其
〆
水
面
下
ノ
長

テ
短
縮
ス
ル
｜
一
務
〆
ザ
ル
可
ラ
ス
、
然
し
彪
過
當
一
一
之
チ
短
縮
ス
ル
ト
キ
ハ
船
尾

ノ
堕
落
チ
惹
起
ス
〃
ミ
ナ
ラ
ズ
次
項
一
一
示
ス
ガ
如
巽
船
首
ノ
沈
下
ヲ
毛
生
ズ
ル
ガ
｜

故
一
一
右
／
短
縮
〈
相
當
ノ
程
度
一
一
之
チ
止
ム
ル
チ
要
ス

固
定
臺
ノ
外
端
〈
船
尾
浮
始
メ
ノ
位
置
一
一
於
ク
ル
ト
キ
ノ
船
罷
重
心
ノ
直
下
ヨ
リ
｜

箱
ャ
上
部
一
一
ア
ル
チ
普
通
ト
ナ
ス
、
而
シ
テ
若
シ
固
雄
臺
／
水
面
下
一
一
於
ク
ル
長
一

サ
短
キ
ー
失
ス
ル
ト
キ
ハ
船
罷
〈
其
重
心
ノ
固
定
臺
外
端
多
直
上
子
．
經
過
ス
ル
ノ
一

瞬
時
若
ハ
其
〃
後
二
於
テ
該
固
定
臺
ノ
外
端
テ
中
心
ト
シ
テ
船
尾
／
堕
落
即
チ
船
一

鏥
一
離
噸
螺
鮓
識
鯛
艫
蕊
繧
蠅
鮮
濁
鮮
一
”
雛
一

一
瞬
塒
／
位
置
チ
示
ス
モ
ご
一
シ
テ
船
龍
竺
重
量
ハ
固
定
臺
〆
外
端
｝
一
對
シ
ニ

ッ
ノ
下
垂
性
「
モ
ー
メ
ブ
ト
」
チ
發
生
シ
叉
俘
挺
カ
ハ
同
端
二
對
シ
ー
ッ
ノ
上
腿

性
「
モ
ー
メ
ヅ
ト
」
チ
發
生
シ
各
相
反
抗
ス
、
故
二
第
一
項
同
様
／
符
號
チ
用
ヒ
テ

一

I
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、
ス
コ
ト
肝
要
チ
リ
、
勿
論
措
防
ノ
準
備
ハ
此
場
合
一
一
限
一
フ
ズ
常
二
必
要
ア
ル
カ
故

進
水
ノ
際
一
天
必
ズ
是
一
一
注
意
チ
ナ
シ
置
ク
可
肝
要
ナ
リ

集
合
歴
カ
ハ
出
来
得
〃
限
り
之
テ
減
少
ス
ル
コ
ト
素
ヨ
リ
型
善
一
シ
テ
而
シ
テ
之

チ
減
少
ス
ル
／
方
法
〈
橇
臺
ノ
前
端
ヨ
リ
重
心
Ｇ
迄
〃
距
離
デ
増
シ
テ
舩
尾
浮
始
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卜
肥

．
１
１
卜
巾
凹
■
且
●
日
阜
■
Ｉ
ｂ
ｌ

▽
一
■
。
ｌ
Ⅱ
伽
Ｌ
ｕ
削
剥
１
１
．
月
日
ｐ
■
日
附
■
一
■
Ⅱ
■
■
■
■
Ｂ
Ｅ
ｑ
■
Ｉ
Ｄ
Ｉ
１
０
日

Ｄ
チ
重
心
Ｇ
が
固
定
臺
ノ
外
端
チ
經
過
シ
タ
ル
後
〆
或
位
置
／
排
水
量
ト
シ

Ｗ
テ
船
罷
ノ
重
量
ト
シ

側
チ
固
定
臺
／
外
端
ヨ
リ
浮
挺
心
Ｂ
マ
デ
ノ
水
平
距
離
ト
シ

ー
チ
固
定
臺
／
外
端
ヨ
リ
重
心
Ｇ
マ
テ
／
水
卒
距
離
ト
ス
レ
ベ

剴
胤
再
「
州
，
泌
込
こ
Ⅱ
劃
．
字
Ｉ
．
：
：
・
。
：
：
．
（
五
）

け
湧
一
扉
詞
附
１
又
激
ご
Ⅱ
ご
亀
：
：
・
・
：
．
：
。
：
：
．
：
：
：
（
六
）

右
ノ
ー
方
程
式
《
重
心
Ｇ
が
固
定
臺
ノ
外
端
チ
經
過
ス
ル
瞬
塒
靹
一
ン
船
尾
浮
始
ム

当

ル
迄
ハ
如
何
ナ
ル
位
置
一
一
在
テ
モ
之
チ
適
用
ス
ル
コ
ト
チ
得
ル
や
ノ
｜
ラ
テ
而
シ

テ
此
間
一
一
於
ク
ル
或
二
三
ノ
位
置
二
就
巽
各
其
／
下
垂
性
及
上
瞳
性
「
モ
ー
メ
ブ

岬
」
チ
計
算
ス
レ
ハ
第
三
闇
一
一
示
ス
ガ
如
キ
直
線
及
曲
線
チ
得
、
下
垂
性
「
モ
ー

メ
ブ
ト
」
ノ
慣
値
ハ
重
心
Ｇ
が
固
定
臺
ノ
外
端
チ
經
過
ス
ル
瞬
時
ニ
在
テ
ハ
零
ナ

レ
臆
爾
来
Ｇ
熱
ノ
進
行
ス
と
一
從
上
進
行
距
離
一
一
正
比
例
シ
テ
増
加
ス
ル
ガ
故
此

「
モ
ｉ
メ
ッ
ト
」
二
斜
頂
線
チ
作
ス
モ
ノ
ナ
リ
、
叉
上
座
性
「
モ
ー
メ
ッ
下
罠
浮

涯
心
ノ
位
置
必
ス
重
心
ノ
後
部
一
一
ア
ル
ノ
故
テ
以
テ
Ｇ
黙
固
定
臺
外
端
チ
通
過
ス

ル
ァ
前
既
二
或
慣
値
チ
有
シ
重
心
，
／
位
置
進
行
ス
ル
ニ
從
巳
漸
次
其
〃
償
チ
増
シ

テ
曲
線
チ
権
ス
モ
〃
ト
ス

下
垂
性
「
モ
ー
メ
ヅ
ト
‐
下
上
座
性
「
モ
ー
メ
ブ
ト
」
卜
二
一
者
／
内
前
者
／
債
値
大

ナ
ラ
ブ
カ
船
尾
〈
其
ノ
取
り
來
リ
ダ
ル
方
向
即
チ
固
定
臺
二
併
行
宇
形
方
向
チ
蕊

シ
テ
漸
次
水
底
一
一
向
テ
堕
落
ス
ベ
ク
後
者
ノ
偵
値
大
主
フ
ッ
ヵ
船
尾
ハ
完
ク
其
ノ

堕
落
チ
晃
ル
、
コ
ド
チ
得
ベ
シ
、
敬
二
進
水
ノ
安
全
チ
謀
ラ
ッ
ト
欲
セ
ハ
進
行
中

會
員
寄
稿

＃

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
ｌ

Ｆ
ヲ
シ
ダ

第
六
堀
二
示
ス
ガ
如
キ
牽
制
重
量
チ
使
用
ス
ル
僻
《
該
牽
制
重
量
ハ
其
〃
繋
留
鎖
一

落
テ
墹
進
ス
ル
場
合
ト
堕
落
二
反
抗
ス
ル
研
／
上
腫
雌
「
毛
ｉ
メ
ヅ
ト
」
チ
媛
助
ス

ル
塲
合
ト
チ
生
ス
ル
ガ
故
是
叉
縦
抗
偏
性
／
研
究
上
一
一
忽
一
一
ス
可
ラ
ザ
ル
所
以
チ

リ
第
一
圖
／
Ｇ
線
ハ
即
チ
進
行
中
一
一
於
ク
ル
縦
抗
偏
性
ノ
蹄
小
慣
価
卜
該
縦
抗
偏

性
／
發
生
ス
ペ
キ
位
置
ト
テ
示
セ
リ

瞳
シ
ヂ
テ
ュ
ー
ーー

固
定
臺
ノ
水
面
下
一
一
於
ク
ル
長
サ
チ
定
〆
以
テ
左
一
一
示
ス
ガ
如
キ
船
篭
〃
縦
抗

ヂ
チ
ル
ス
チ
ッ
プ
子
弐

偏
性
（
横
抗
偏
性
ハ
第
七
頃
一
一
就
テ
見
ル
ペ
ご
チ
保
有
セ
シ
メ
ザ
ル
可
ラ

－

縦
抗
偏
性
チ
瑠
遜
セ
ッ
ト
欲
セ
ハ
左
〃
方
法
ノ
ー
ッ
’
一
艫
ラ
ザ
ル
可
ラ
ズ

（
ご
下
垂
性
宅
‐
メ
ン
ト
」
チ
減
少
ス
ル
コ
ト

（
二
）
上
座
性
「
モ
ー
メ
ン
ト
」
ヂ
増
加
ス
ル
コ
、
ｒ

一
定
ノ
重
量
デ
有
ス
ル
船
舶
／
下
垂
性
署
１
メ
ブ
ト
』
テ
減
少
セ
ッ
ト
欲
セ
ハ
距

離
Ｉ
チ
減
ス
ル
爲
〆
重
心
Ｇ
テ
可
成
前
部
二
移
ス
コ
ト
必
要
ナ
レ
ド
モ
左
ス
レ
ハ

箕
（
ノ
結
果
ト
シ
テ
船
艘
前
部
／
喫
水
チ
増
加
シ
第
二
項
一
一
述
べ
ダ
ル
通
り
絲
局
固
一

充
分
抵
抗
シ
得
ペ
キ
モ
／
費
ル
ペ
シ
、
叉
進
水
／
際
進
行
距
離
チ
減
ズ
ル
ガ
潟
〆
一

上
座
性
「
モ
ｉ
メ
プ
ト
」
チ
シ
テ
終
始
下
垂
性
毫
Ｉ
メ
ブ
ト
」
↓
プ
超
過
ゼ
シ
ム
ル
様

ズ

謹
誹
罰
醇
「
伽
、
１
％
乱
こ
Ⅱ
ｂ
・
亀
１
劃
．
一
・
：
．
．
：
．
．
：
．
：
！
：
（
七
）
一

上
嘩
性
君
Ｉ
メ
ゾ
ｉ
」
／
下
垂
性
毫
Ｉ
メ
ブ
ト
」
テ
超
過
ス
ル
額
即
チ
縦
抗
偏
性
一一

ノ
船
鴨
／
重
心
Ｇ
／
下
部
ヲ
通
過
ス
ル
ト
上
部
チ
通
過
一
〈
ル
ト
ニ
依
り
船
尾
〃
堕
一

〈
船
舶
毎
ト
ー
各
其
船
尾
チ
堕
落
セ
ヅ
ト
ス
ル
外
力
／
諸
「
モ
ー
メ
ン
ト
」
二
對
シ
一

1

q

１
１

十
五

｜

’
▲
Ⅱ
Ｉ
■
１
１

４

》

０

０

１

１
日
▼
占

１

■
Ｊ
１
■
Ⅱ
Ⅱ
Ｔ
ｊ

１

１
Ⅱ
‐
‐
‐
‐
’
●
ｎ
口
■
ロ
垣
画
一
』
一
画
一
画
一
一
一
一
一

一己

｜

‐考謬竜露君士
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’ 定
臺
ノ
水
面
下
一
一
於
ク
ル
長
サ
ヲ
延
長
セ
ザ
レ
チ
僻
ズ
、
叉
上
座
性
署
ｉ
メ
ヅ

ト
」
チ
墹
加
セ
ッ
ト
欲
セ
ハ
釣
シ
ク
固
定
臺
ノ
水
面
下
二
於
ケ
ル
長
サ
テ
長
メ
テ

下
垂
性
「
モ
ー
メ
プ
ト
」
ノ
發
生
チ
暹
ク
シ
、
以
テ
浮
挺
力
Ｄ
ク
価
チ
増
加
セ

シ
ム
ル
’
一
ァ
柳
／
、
桴
握
力
Ｄ
増
加
ス
レ
ハ
其
浮
涯
心
ヨ
リ
固
定
臺
／
外
端
二
至
ル

・
フ
腫
渋
グ
ト

迄
ノ
距
離
団
ハ
素
ヨ
リ
多
少
減
少
ス
ル
’
一
至
ル
モ
其
ノ
積
二
至
テ
ハ
相
應
一
一
増
加

ス
ル
コ
ト
チ
得
べ
菱
ナ
リ
、
要
一
〈
ル
’
一
第
（
二
参
妾
方
法
モ
第
（
二
）
ノ
方
濫
毛
固
定

臺
ノ
水
面
下
ノ
長
チ
長
ム
海
ノ
意
一
一
外
ナ
ラ
ス
、
依
テ
筍
毛
縦
抗
偏
性
チ
噌
加
セ

ブ
ト
欲
・
画
ハ
始
ヨ
リ
右
・
／
雨
方
法
チ
掛
酌
シ
且
別
一
一
第
五
項
／
舩
首
沈
下
ノ
事
項

チ
参
照
シ
テ
以
ラ
適
當
ノ
長
サ
チ
定
ム
ル
チ
要
ス

固
定
臺
／
水
面
下
一
一
於
ク
ル
長
サ
チ
定
ム
ル
｝
天
右
ノ
方
注
二
態
ル
ノ
外
更
一
一
考

慮
チ
要
ス
ル
モ
ノ
ァ
リ
雪
則
チ
船
龍
或
故
障
ノ
総
メ
其
ノ
進
行
チ
停
止
シ
テ
固
定

臺
上
一
一
停
滞
シ
ダ
ル
蕩
合
ノ
研
究
是
チ
リ
、
砦
シ
舩
艘
固
定
臺
上
↓
一
停
滞
ス
ル
ト

キ
ハ
其
ノ
縦
抗
偏
性
《
潮
水
減
退
ス
ル
｝
一
階
上
危
殆
ナ
ル
蕊
動
チ
蒙
ム
ル
ガ
故
、

斯
ル
危
険
一
一
備
ユ
ル
が
鰯
メ
豫
メ
船
鴨
チ
其
ノ
縦
抗
偏
性
ノ
環
臘
稀
莨
テ
ル
位
置

項
二
依
リ
テ
程
度
チ
異
一
二
〈
ル
コ
ト
勿
論
ナ
ル
ト
雌
唱
．
此
熟
一
一
就
妾
毫
毛
注
意

チ
加
ヘ
サ
ル
ト
菱
〈
寓
一
／
場
合
一
一
於
テ
船
龍
及
進
水
塁
》
一
非
常
ナ
ル
駿
損
テ
生

争

ス
ル
コ
・
卜
ナ
キ
チ
保
ス
可
ラ
ズ
、
軍
艦
吉
野
進
水
ノ
場
合
一
ヌ
ー
吹
ノ
減
潮
／
終

チ
得
犬
、
茶
シ
此
畳
悟
ダ
ル
進
水
ノ
方
法
、
進
水
計
謹
考
ノ
自
信
、
其
ノ
他
ノ
事

二
於
テ
停
滞
環
ル
モ
ノ
ト
具
徴
シ
之
一
一
或
時
間
〃
猶
豫
一
孟
皿
契
而
シ
テ
該
時
間
内

二
於
テ
船
髄
チ
引
卸
一
〈
ト
キ
ハ
安
全
一
一
進
水
チ
結
了
シ
得
ル
ノ
覺
悟
ヲ
一
．
サ
マ
ル

會
員
寄
稿

＃

一
澱
蔀
鯉
溌
給
疏
騨
蝿
挙
識
澱
灘
崎
鯨
固
定
琴
水
面
下

一
船
首
將
一
一
因
定
臺
チ
雛
レ
ッ
ト
ス
ル
ノ
瞬
時
二
船
艘
二
働
ク
所
ノ
カ
三
ア
リ
、
第

一
船
罷
ノ
重
心
一
一
働
ク
既
ソ
塑
量
ｗ
、
第
二
浮
挺
瞥
一
鋤
ク
所
〆
排
水
量
Ｄ
感
第
三

リ
ニ
於
テ
其
／
縦
抗
偏
性
チ
消
滅
セ
シ
メ
ズ
備
示
些
少
ノ
憤
格
チ
附
與
セ
リ
卜
謂

減
潮
當
時
／
縦
抗
偏
性
ハ
第
（
七
）
ノ
公
式
一
一
戦
耗
其
。
●
ゞ
上
腿
性
「
毛
Ｉ
メ
ヅ
ト
」
チ

ブ
、
尤
一
』
同
臘
ノ
進
水
墨
白
迩
／
慣
例
一
一
徹
上
満
潮
ノ
時
刻
一
一
先
ツ
テ
執
行
シ
タ

レ
バ
寶
際
／
時
間
竺
灰
〃
減
潮
二
對
ス
ル
ョ
リ
モ
更
一
一
長
カ
リ
シ
コ
ト
論
チ
侯

タ
ザ
ル
ナ
リ

組
成
ス
ル
Ｄ
テ
減
潮
営
時
ノ
排
水
量
ト
シ
〃
芽
其
／
桴
挺
心
ト
潅
水
固
定
霊
／
外

端
ト
ノ
水
平
距
離
二
改
ム
レ
ハ
直
一
一
と
テ
計
算
一
〈
ル
コ
ト
チ
得
、
紋
一
一
圃
而
上
一
一

前
記
上
座
性
「
モ
ー
メ
ブ
・
と
ノ
曲
線
ノ
外
別
一
一
城
潮
水
線
一
一
對
ス
ル
上
睡
性
『
モ

ー
メ
ブ
ト
」
ノ
曲
線
チ
謡
キ
も
之
チ
箭
記
ノ
下
垂
性
「
モ
ー
メ
ブ
ト
』
ノ
萢
線
卜
對

照
ス
ル
ト
鶉
ハ
縦
抗
偏
性
が
減
潮
／
・
潟
〆
｜
一
如
何
ナ
ル
蕊
化
チ
生
シ
叉
其
ノ
最
モ

不
頁
テ
ル
位
置
《
何
し
｜
一
在
ル
ャ
チ
知
ル
コ
ト
チ
得
ペ
シ

第
五
項
船
背
身
沈
下

固
定
臺
／
水
面
下
二
於
ケ
ル
長
サ
充
分
ナ
・
呼
呼
キ
ハ
船
首
ハ
回
僻
一
一
固
定
蔓
チ
雛

ル
、
卜
雌
彪
固
定
臺
ノ
長
サ
不
充
分
ナ
ル
ト
キ
ハ
船
背
ハ
団
定
臺
チ
雛
ル
、
／
際

急
劇
ナ
ル
沈
下
チ
蒙
ル
モ
ノ
ト
ス
、
本
邦
二
於
テ
《
進
水
ノ
際
船
首
二
沈
下
ヲ
許

シ
タ
ル
マ
蒲
ナ
ン
尼
荷
毛
沈
下
チ
安
全
テ
ル
程
度
以
内
二
止
〆
且
両
側
固
罐
蔓
ノ

１
０
凸
タ
ｒ
，
‐
・
ｈ
Ｃ

１
１

十
六

’
■ー訂
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０

．

ョ

０

・

‐

い

■

β

△
６
０
■

橇
臺
ノ
前
端
一
一
働
ク
所
ノ
固
定
臺
／
上
座
力
弓
ｌ
己
是
チ
リ
、
然
ル
’
一
第
三
〃
上
且
船
背
／
將
サ
》
一
固
定
臺
チ
雛
レ
ヅ
ト
ス
ル
時
ノ
水
線
卜
船
總
〃
排
水
量
Ｄ
談
以

腿
カ
ハ
橇
臺
ノ
前
端
固
定
臺
面
テ
雛
ル
ー
ノ
瞬
時
二
於
テ
急
劇
二
梢
滅
ス
ル
ガ
故
・
テ
浮
涯
ス
ル
モ
ノ
ト
假
定
シ
タ
ル
場
合
ノ
氷
線
卜
各
其
ノ
中
央
一
一
於
テ
相
交
叉
ス

其
ノ
機
ハ
第
一
ノ
重
量
Ｗ
ト
第
二
〆
洋
挺
力
Ｄ
ｒ
ノ
ニ
カ
テ
残
不
／
ミ

ル
モ
ノ
ト
見
厳
ス
ャ
菱
ハ

第
三
ノ
上
睡
力
急
劇
一
一
消
滅
シ
タ
ル
／
後
第
一
ノ
重
量
ｗ
チ
Ｄ
卜
劃
１
己
や
ノ
ー
雪
］
Ⅱ
圃
画
ご
亀
：
：
．
．
‐
。
、
；
‐
：
：
。
：
：
（
八
）

コ
ム
訳
Ｉ
子
ン
ト
デ
ブ
ム
淑
Ｉ
巽

分
力
一
一
分
割
ス
ル
ト
キ
ハ
分
力
Ｄ
ハ
洋
挺
力
Ｄ
卜
共
・
ニ
ッ
／
「
カ
ッ
プ
ル
」
ト
ナ
ル
、
叉

チ
組
成
シ
テ
船
尾
チ
洋
淀
ス
ル
ト
同
時
一
一
船
首
チ
沈
下
セ
ブ
ト
シ
他
〃
分
力
劃
Ｉ
＃
チ
排
水
量
Ｄ
ノ
浮
挺
心
テ
ル
Ｂ
ヨ
リ
圃
定
臺
外
端
迄
／
水
平
距
離
ト
シ

ロ
ハ
船
罷
チ
ー
榛
一
一
沈
下
セ
ブ
ト
ス
ル
モ
／
ト
ス
、
故
一
一
以
上
二
一
分
カ
ョ
リ
生
Ｉ
チ
重
心
Ｇ
ヨ
リ
固
定
豊
外
端
迄
／
水
平
距
離
ト
シ

ス
ル
船
首
ノ
總
沈
下
〈
其
ノ
計
算
チ
容
易
、
テ
ラ
シ
ム
ル
鰯
メ
｜
初
一
一
ハ
「
カ
ッ
プ
ル
」
郷
チ
重
心
Ｇ
ヨ
リ
排
水
量
Ｄ
ニ
テ
桴
挺
シ
タ
ル
場
合
ノ
「
ロ
ヅ
ヂ
チ
ュ
ー
ジ
、
ァ

●

ノ
ミ
存
在
ス
ル
モ
ノ
ト
假
定
シ
、
然
ル
機
別
二
分
カ
ヨ
ｌ
ロ
ノ
作
用
二
就
美
陳
述
ル
、
メ
タ
セ
プ
タ
ー
」
迄
ノ
距
離
ト
セ
パ

曽
、
Ⅱ
歌
：
Ｉ
：
：
：
！
Ｉ
：
（
九
）

ス
ル
研
ア
ラ
ヅ
ト
ス

前
記
／
「
カ
ッ
プ
ル
」
ハ
其
〃
發
生
急
激
ナ
ル
ガ
故
其
ノ
最
初
ノ
沈
下
ハ
同
「
カ
ツ
然
ル
’
－
８
塁
日
通
些
少
ノ
角
度
チ
ル
ヵ
故
其
／
望
》
要
穐
ご
墨
下
略
ポ
同
一
／
慨

プ
と
ノ
徐
々
二
發
生
シ
タ
ル
塲
合
ョ
リ
モ
遙
二
多
額
ナ
ル
コ
ト
素
雪
リ
論
チ
俟
格
テ
有
ス
ル
モ
ノ
ド
具
テ
妨
ナ
シ
、
故
一
一
第
（
九
）
ノ
慨
絡
チ
第
（
八
）
／
方
程
式
一
一

タ
ズ
、
而
シ
テ
沈
下
一
一
對
ス
ル
水
ノ
抵
抗
チ
無
覗
ス
ル
ー
ー
於
テ
ハ
前
者
郭
後
者
ノ
當
嵌
ム
ル
ト
キ
ハ

害
』
Ⅱ
卜
舶
即
旧
．
：
：
Ⅷ
；
．
：
：
．
：
・
：
：
：
（
十
）

略
ボ
ー
倍
一
一
等
シ
キ
沈
下
チ
與
フ
ル
モ
ノ
ー
見
テ
可
チ
リ
、
故
一
一

８
チ
船
首
ノ
將
サ
一
一
固
定
臺
二
／
雛
レ
ヅ
ト
ス
ル
塲
合
／
水
線
卜
船
罷
テ
ー
時
排
ト
チ
ル

水
量
Ｄ
一
プ
以
テ
自
由
一
一
水
中
一
一
浮
出
シ
タ
リ
ト
假
定
シ
タ
ル
場
合
ノ
水
線
ト
次
一
一
船
罷
ノ
重
量
劃
ｉ
ロ
ノ
鰯
〆
’
一
急
激
二
沈
下
ズ
ベ
キ
深
チ
算
定
セ
Ｚ
一
、
抑

ノ
間
／
角
度
ト
シ
モ
該
重
量
尋
ｉ
ご
み
前
記
ノ
男
ツ
プ
と
同
様
急
激
一
一
發
生
ス
ル
ガ
故
、
沈
下
一
一

フ
オ
ー
ワ
、
パ
ル
ペ
ン
ヂ
イ
キ
言
う
－

胸
菫
‐
カ
ツ
オ
と
ノ
捻
〆
｜
一
生
ズ
ル
船
首
／
急
激
テ
ル
沈
下
テ
前
部
垂
線
對
ス
ル
水
〆
抵
抗
多
無
硯
シ
且
沈
下
》
一
伴
ァ
増
加
排
水
量
（
此
排
水
量
ハ
素
ヨ
リ

上
一
一
於
テ
計
リ
タ
ル
深
ト
シ
弓
１
国
一
一
等
ご
〆
浮
挺
黙
２
重
心
Ｇ
卜
排
水
量
Ｄ
／
洋
澄
心
Ｂ
ト
チ
結
合
シ
ダ

．
Ｌ
↑
チ
船
篭
〆
垂
線
間
ノ
・
長
卜
・
シ
炉
直
線
ノ
中
一
一
在
リ
ト
暇
定
ス
ル
ト
美
《
、
其
／
最
一
初
〃
急
激
テ
ル
沈
下
も
亦
同

會
舅
寄
稿’

」
ｐ
ｌ
Ｈ
ｆ
Ｉ
ｏ
ｌ
Ｉ
‐
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
巴
ｐ
■
Ⅱ
ｈ
Ｆ
Ｉ
ｂ
Ｂ
Ｏ
１
ｆ
・
‐
０
Ⅱ
０
日
９
ｆ
ｄ
ｐ
■
■
Ⅱ
Ｊ
１
Ⅱ
Ⅱ
ｌ
Ｂ
１
ｊ

’

１
１

一

’
｜
’

⑨

■
■
９

｜
I

■
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
ｊ
Ｉ
『
１
１
川
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
Ｉ
Ｉ
Ⅱ
Ｉ
Ⅲ
■
■
■
四
■
■
■
■
酒
巧
凹
ｑ
●
■
■
ｑ
■
勺
Ｌ
■
１
月
１
１
■
■
■
口
■
■
■
７
口
△
１
Ｊ
Ⅱ
Ｊ
Ｎ
Ｆ
ｌ
Ｉ
１
■

十
猫

’
■

ド

『

’
－－▼ 一一

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
ｕ
■
■
■
Ｕ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
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會
員
寄
稿

q

1

１
Ｐ
ｌ
ｌ
１

他
／
ニ
ッ
モ
亦
随
テ
相
應
二
鐡
更
ス
ペ
器
モ
／
チ
リ
、
即
ヂ
ー
テ
増
加
ス
レ
ハ
其

一

ノ
影
響
ト
シ
テ
、
増
加
シ
〃
減
少
ス
、
叉
Ｉ
チ
減
ズ
レ
ハ
素
ヨ
リ
全
ク
正
反
對
／

影
響
チ
生
ス
、
若
シ
ー
ノ
憤
値
増
加
シ
テ
偶
然
。
｜
一
等
シ
宍
一
一
至
レ
ハ
排
水
量
、

モ
亦
重
量
Ｗ
｜
一
等
シ
ク
ナ
リ
テ
船
首
ノ
沈
下
ハ
斯
ル
甥
合
二
於
テ
ハ
皆
無
》
一
歸
ズ

ル
モ
ノ
ナ
リ
、
然
し
幅
Ｉ
ノ
慣
値
斯
ク
大
ナ
ル
ハ
、
一
方
一
貝
船
首
ノ
沈
下
チ
賊

ス
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
第
三
項
所
載
ノ
通
り
船
尾
浮
始
メ
／
位
置
チ
暹
ク
シ
テ
橇
臺
前

端
二
於
ケ
ル
集
合
雌
カ
チ
輕
減
一
〈
た
／
利
益
ア
ン
尼
他
ノ
ー
方
一
頁
船
尾
沈
下
》
一

反
抗
ス
ル
上
腿
性
室
Ｉ
〆
ツ
ト
砦
プ
減
殺
ス
ル
／
不
利
益
ア
ル
チ
兇
レ
ス
・
依
テ

水
面
下
一
一
於
ケ
ル
固
定
臺
チ
短
縮
セ
ブ
ト
欲
セ
ハ
船
尾
沈
下
一
一
反
抗
ス
ル
に
唾
性

「
毛
ｉ
メ
ッ
ト
」
チ
多
ク
減
殺
セ
ザ
ル
範
園
以
内
一
一
於
テ
適
宜
之
チ
調
整
ス
ル
チ
要

ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
、
換
言
ス
ｒ
ハ
進
水
船
舶
／
Ｉ
／
距
離
ハ
右
ノ
諸
要
件
一
プ
悉
ク
攻
一

究
シ
タ
ル
上
一
一
テ
適
宜
之
チ
定
ム
ル
チ
要
ス
蓋
シ
重
心
Ｇ
ノ
所
在
《
船
罷
ノ
エ
事
一

執
行
ノ
順
序
卜
「
バ
ラ
ス
ド
」
／
搭
載
卜
｜
プ
繰
合
セ
以
テ
任
意
ノ
位
置
｝
一
之
チ
定
ム

ル
コ
ト
敢
テ
難
キ
’
一
非
ラ
サ
ル
チ
リ

前
段
陳
べ
來
リ
タ
ル
船
首
沈
下
ノ
多
少
チ
調
整
ス
｜
ベ
美
事
項
ハ
、
船
菅
二
沈
下
チ

與
へ
ザ
ル
塲
合
ノ
研
究
一
一
モ
均
シ
ク
應
用
ス
ル
事
チ
得
ベ
シ
、
例
ヘ
パ
外
端
三

定
ノ
水
深
チ
有
ス
ル
固
定
臺
一
一
就
キ
船
首
ノ
沈
下
デ
皆
無
ナ
ラ
シ
メ
ヅ
ト
欲
遥
ハ

距
離
Ｉ
ノ
償
値
〈
幾
許
ナ
ル
チ
要
ス
ル
ャ
ハ
該
事
須
一
一
就
テ
直
一
一
之
チ
計
算
ス
ル

ィ
チ
得
ペ
ク
、
叉
之
一
一
反
シ
テ
距
離
Ｉ
テ
動
カ
サ
ス
シ
テ
船
首
／
沈
下
テ
皆
無
チ

ラ
シ
メ
ッ
ト
欲
セ
ハ
固
定
薑
，
一
外
端
ハ
幾
許
〃
水
深
チ
有
セ
ザ
ル
可
一
フ
ザ
ル
ャ
チ

一

イ

’

’

Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
■
！
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
！
■
Ｉ
■
１
９
０
Ⅱ
０
Ⅱ
Ⅱ
１
１
Ⅱ
１
０
Ⅱ
Ｉ
ｄ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ⅱ
Ⅱ
０
■
■
■
Ｉ

！
■
０
Ⅱ
ｊ
０
Ｊ

十
八

’

一き－

同

_==劃仏 －～一考～B＝■ － L 告一

重
量
ヨ
ー
ロ
シ
徐
冷
一
一
發
生
ス
ル
塲
合
〆
略
室
一
倍
二
等
シ
但
シ
桴
挺
心
〃
位
置

ニ
開
ス
ル
右
／
假
定
ハ
兵
一
一
近
ク
、
加
ル
’
一
重
量
ヨ
ー
ロ
ハ
Ｄ
｜
一
比
ス
レ
ハ
頗
ル

少
ナ
ル
ガ
故
一
一
計
算
瓢
ノ
安
全
チ
誤
た
事
ナ
キ
チ
信
ズ

恥
チ
船
龍
／
ヨ
ー
己
／
綴
メ
’
一
最
和
急
激
一
一
沈
下
｜
ハ
ル
深
ト
シ

＃
ヲ
任
意
／
尺
度
／
単
位
丈
ヶ
徐
々
ト
シ
テ
船
畿
ノ
喫
水
テ
浮
上
若
ク
ハ
沈
下

ス
ヘ
キ
重
量
ト
ス
レ
ハ

吾
。
Ⅱ
一
ド
Ｎ
１
信
旧
・
・
：
・
・
・
‐
：
：
：
。
：
．
：
．
．
‐
・
：
・
・
・
・
（
十
一
）

ｔ

職
，
ナ
ル
穆
但
第
（
十
）
及
第
（
十
一
）
ノ
公
式
ハ
各
最
初
／
最
大
沈
下
／
ミ
チ
示
ス
モ

〆
’
一
シ
テ
而
シ
テ
是
等
ノ
沈
下
ハ
船
艘
一
一
数
回
ノ
動
揺
チ
與
ヘ
タ
ル
後
結
局
各
略

ポ
其
ノ
手
數
／
沈
下
一
一
復
シ
以
テ
船
艘
チ
靜
止
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

船
首
〆
總
沈
下
ハ
ニ
分
カ
ョ
リ
生
ス
ル
沈
下
／
和
ナ
ル
ガ
故
一
一

壼
畔
、
謹
寓
計
Ⅱ
帽
小
剛
心
＋
供
湘
Ⅱ
ｈ
』
：
：
：
…
…
…
（
十
二
）

●ト
ナ
ル
、
右
ノ
計
算
一
貢
傾
斜
及
沈
下
一
一
對
ス
ル
水
ノ
抵
抗
テ
無
硯
シ
タ
レ
鱈
之

チ
有
力
硯
ス
と
一
於
テ
ハ
船
首
ノ
沈
下
ハ
第
（
士
一
）
方
程
式
チ
以
テ
得
ダ
ル
数
ヨ

リ
多
少
其
／
慣
柊
チ
減
ズ
ル
ノ
理
ナ
リ
、
即
チ
右
計
算
《
安
全
ノ
側
二
於
テ
餘
諮

ア
ル
モ
ノ
ト
ス

一
定
〃
重
量
チ
有
ス
ル
船
舶
ノ
ー
定
／
水
深
テ
有
ス
ル
固
定
臺
外
端
チ
雛
ル
、
際

ノ
船
首
沈
下
／
多
少
〈
第
（
十
二
）
公
式
二
示
ス
ガ
如
ク
ー
刀
及
“
チ
以
テ
之
レ
チ

調
整
シ
得
ル
モ
ン
ナ
リ
、
而
シ
テ
此
等
三
薮
ハ
第
（
三
）
ノ
方
程
式
チ
以
テ
示
シ

タ
ル
通
り
相
關
聯
ス
ル
所
ノ
錘
化
チ
チ
蚤
モ
ノ
ニ
シ
テ
剛
箕
フ
ー
チ
鍾
更
ス
レ
ハ
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推
究
ス
ル
チ
得
ペ
シ

第
六
項
弧
形
楜
定
臺

大
船
舶
／
進
水
樹
定
臺
〈
小
船
舶
ノ
固
定
臺
｝
一
比
シ
船
尾
／
沈
下
《
一
對
シ
優
大
テ

ル
上
腿
性
「
モ
ー
メ
ブ
ト
」
チ
與
ヘ
ザ
ル
チ
得
ズ
叉
固
定
臺
外
端
〃
附
近
二
於
テ
ハ

深
菱
喫
水
茨
許
容
ス
ペ
要
水
深
チ
有
セ
ザ
ル
チ
得
ザ
ル
ヵ
爲
泳
一
一
該
固
定
臺
ノ
水

面
下
一
一
於
ク
ル
長
サ
著
大
ナ
ル
チ
要
シ
随
テ
水
中
ノ
エ
事
ハ
固
定
臺
ノ
基
礎
チ
始

ト
シ
縄
テ
大
ナ
ル
困
難
チ
墹
ス
モ
ノ
テ
リ
、
故
一
一
斯
ル
塲
合
一
天
水
面
下
《
一
於
ク

ル
固
定
臺
ノ
長
サ
チ
短
縮
シ
テ
是
等
ノ
エ
事
チ
輕
減
ス
ル
コ
ト
’
一
勉
メ
サ
ル
チ
得

ス
而
シ
テ
斯
ル
短
縮
ハ
小
形
ノ
船
舶
ニ
モ
有
盆
テ
ル
可
勿
論
手
ル
ド
雌
后
大
形
船

舶
一
一
ア
ッ
テ
殊
二
其
ノ
利
毎
ノ
顯
著
ナ
ル
チ
認
《
ル
モ
ノ
ナ
リ

水
面
下
二
澱
ク
ル
固
定
臺
ノ
長
サ
チ
短
縮
ス
ル
方
法
中
最
毛
有
効
ナ
ル
ハ
固
定
臺

デ
ー
定
〃
〃
勾
配
チ
附
與
シ
タ
ル
直
線
形
ト
総
サ
ズ
シ
テ
弧
線
形
ト
総
ス
ニ
ァ
リ
竜

即
チ
固
定
蔓
ノ
内
端
（
陸
上
固
定
臺
〆
上
端
）
二
於
ケ
ル
勾
配
チ
緩
慢
ナ
ラ
シ
メ
而

シ
テ
該
内
端
テ
距
雪
一
從
上
漸
次
其
〃
勾
配
チ
増
加
シ
テ
固
定
臺
ノ
外
端
即
チ
下

端
二
最
大
／
勾
配
チ
與
フ
ル
ニ
ァ
リ
、
然
ル
ー
該
固
定
臺
ハ
船
尾
桴
始
〆
／
前
ニ

ア
リ
テ
ハ
其
ノ
全
長
チ
通
シ
テ
橇
臺
二
接
鯛
セ
ザ
ル
チ
得
ザ
ル
ヵ
故
其
／
弧
狄
（

圓
周
／
一
局
部
ト
ナ
一
ヘ
ノ
外
他
二
之
玉
求
ム
ル
チ
得
ス
、
叉
該
弧
状
ハ
固
定
臺
／

コ
ン
ペ
ッ
キ
ズ

外
端
二
近
ヅ
ク
ニ
從
迄
漸
次
其
ノ
勾
配
チ
増
進
ス
ル
爲
〆
特
二
凸
歌
ノ
モ
ノ
タ
ル

ペ
シ

カ
ム
バ
ー

弧
形
固
定
臺
／
反
り
〆
多
少
〈
固
定
臺
ノ
内
端
卜
外
端
ト
チ
結
合
シ
タ
ル
直
線
／

シ

１

Ｊ

■

Ｌ

１

１

Ⅱ

ｐ

・

’

■

■

■

ｒ

ｌ

Ｌ

Ｐ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

■

Ｉ

ト

ー

１

１

０

Ⅱ

Ｉ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

１
１

f

＝

’

1

一

中
央
ヨ
リ
弧
二
達
ス
ル
マ
デ
譜
キ
タ
ル
直
角
線
／
長
サ
テ
以
テ
之
テ
測
定
ス
ル
チ
｜

ラ
ス
別
二
一
定
ノ
弧
庇
二
對
ス
ル
反
リ
ヲ
瀞
テ
之
チ
對
照
ス
ル
チ
要
ス
、
叉
船
總
一

通
則
ｒ
ス
、
尤
諸
固
定
臺
ノ
弧
状
ノ
緩
急
チ
比
較
セ
ヅ
ト
欲
セ
ハ
右
／
反
り
’
一
依

コ
ー
ド

ぷ
シ
ゼ
ン
ト
デ
ク
リ
ピ
チ
ー

進
行
少
緩
急
ハ
反
リ
ノ
緩
急
〃
外
筒
永
固
定
臺
α
／
全
平
均
勾
配
即
チ
該
固
定
臺
ノ

弧
形
固
定
臺
上
二
接
燗
ス
ル
橇
臺
ハ
其
ノ
最
一
初
ノ
位
置
即
チ
進
行
開
始
ノ
位
置
一
一
一
一

内
外
雨
端
チ
結
合
シ
タ
ル
直
線
ノ
勾
配
一
一
モ
犬
ナ
ル
關
係
チ
有
ス

在
テ
ハ
目
ラ
相
當
／
進
行
カ
チ
有
遥
ザ
ル
可
ラ
寵
ル
が
故
、
該
橇
臺
ノ
此
位
侭
二

於
ケ
ル
平
均
勾
配
即
チ
橇
臺
ノ
前
後
両
端
チ
結
合
シ
タ
ル
直
線
ノ
勾
配
ハ
直
形
固
一

定
臺
上
二
於
ク
ル
権
臺
ノ
勾
配
ヨ
リ
署
シ
ク
減
少
ス
可
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ナ
リ
３
故
二
｜

橇
臺
漸
次
進
行
シ
テ
船
鴨
／
重
心
固
定
臺
外
端
ノ
甫
上
チ
通
過
シ
タ
ル
鎧
ニ
ハ
弧

形
固
定
臺
上
ノ
橇
臺
ノ
平
均
勾
配
ハ
優
二
直
形
固
定
臺
上
一
一
於
ケ
ル
橇
臺
ノ
勾
配

チ
超
過
シ
、
随
テ
船
髄
一
一
附
與
ス
ル
船
尾
瞳
蕗
二
反
抗
ス
ル
上
腿
性
「
モ
ー
メ
ブ

ト
」
ハ
水
面
下
一
一
同
一
ノ
長
サ
テ
有
ス
ル
直
形
固
定
臺
ノ
上
座
性
「
モ
ー
メ
ブ
ト
」

ヨ
リ
優
大
ナ
ル
コ
ト
論
チ
侯
タ
ズ
・
是
即
チ
弧
形
固
定
墨
ノ
水
面
下
ノ
長
サ
ハ
直

形
固
定
臺
ノ
分
ヨ
リ
大
二
短
縮
シ
得
ラ
ル
、
所
以
ノ
ー
チ
リ
、
次
二
又
船
首
浮
始
一

メ
ノ
位
置
一
一
就
テ
老
ブ
ル
モ
、
弧
形
固
定
臺
ノ
勾
配
ハ
前
段
述
べ
ダ
ル
通
り
比
較
一

的
急
激
ナ
カ
散
、
橇
臺
前
端
ノ
船
首
チ
浮
挺
ス
ル
カ
鱈
メ
ニ
要
ス
ル
水
深
ハ
直
形
一
一

固
定
臺
一
一
於
ケ
ル
ョ
リ
モ
短
距
離
二
於
テ
享
有
ス
ル
コ
ト
デ
褐
是
レ
即
チ
弧
形
固

定
臺
二
於
テ
水
面
下
／
長
チ
短
縮
シ
得
ラ
ル
、
第
一
ラ
理
由
ナ
リ

弧
形
固
定
臺
〆
有
益
ナ
ル
コ
ト
斯
ノ
如
シ
、
然
し
ト
モ
斯
ル
固
定
臺
卜
雌
尼

１
１
－｜

｜

■
■
■
Ⅱ
Ⅱ
■
■
■
■
９
Ⅱ
１
１
１
１
１
１
も

鷺｡

’
十
九

｜
陸

劃

一鯉
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１
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１
Ｍ
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凹
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‘
１
１
川
Ⅲ
川
川
川

少
〃
鉄
黙
チ
キ
能
ハ
ス
、
其
〃
鉄
鮎
ダ
ル
其
〃
勾
配
ノ
比
較
的
急
激
ナ
ル
ガ
鰯
〆
｜

進
行
速
度
漸
次
増
加
シ
テ
船
罷
〆
全
ク
固
定
臺
チ
雛
レ
ク
ル
後
、
直
形
固
定
臺
一
一
一

於
ク
ル
ョ
リ
モ
遠
距
離
二
逹
ス
ル
迄
其
〃
進
行
チ
繼
績
ス
ル
コ
ト
即
チ
其
〆
一

ツ
ナ
リ
、
蓋
シ
此
事
ダ
ル
船
臺
〆
前
路
二
廣
潤
ナ
ル
水
面
チ
有
ス
ル
塲
合
ニ
ハ
素

臘
ラ
ツ
グ

ョ
リ
妨
ナ
キ
モ
前
路
二
充
分
〃
水
面
ナ
キ
場
合
ニ
ハ
所
謂
牽
制
重
量
ナ
ル
モ
ノ
チ

船
鵲
二
蕊
着
シ
以
テ
船
鵠
ノ
進
行
チ
牽
制
ス
ル
’
一
ア
ラ
ザ
レ
ベ
其
ノ
進
行
チ
短
距

離
二
於
テ
停
止
ス
ル
コ
ト
能
ハ
ザ
ル
〃
不
便
ア
リ
、
然
し
ド
モ
船
舶
噌
大
ス
ル
ノ

今
日
二
於
テ
ハ
從
來
廣
淵
ナ
リ
卜
認
メ
タ
ル
水
面
モ
時
二
狭
隙
チ
告
グ
ル
時
ノ
ナ

キ
’
一
シ
モ
ァ
ラ
ズ
、
叉
タ
直
形
固
定
臺
卜
雌
庭
地
勢
ノ
如
何
二
依
リ
テ
ハ
未
タ
完

ク
牽
制
重
量
ノ
應
用
チ
尭
し
得
ベ
キ
ニ
ァ
ラ
ス
、
要
ズ
ル
ニ
弧
形
固
定
臺
ハ
直
形

固
定
臺
一
一
比
ス
レ
ハ
比
較
的
多
額
ノ
牽
制
重
量
テ
要
ス
ル
ガ
如
キ
ハ
晃
ル
可
ラ
ザ

ル
モ
、
未
ダ
以
テ
弧
形
間
定
臺
／
固
有
ノ
利
益
チ
殺
ク
ノ
鉄
熱
卜
認
ム
ル
チ
得

ス
、
筒
永
右
事
項
ノ
外
勝
殊
ノ
塲
合
ニ
ハ
別
二
凸
狄
弧
形
固
定
臺
ノ
歓
鮎
ト
シ
テ

認
〆
得
ベ
キ
鮎
ア
リ
、
抑
モ
船
躰
ハ
船
尾
俘
始
ム
ル
迄
ハ
比
較
的
急
激
ナ
ル
傾
斜

チ
以
テ
水
中
二
進
入
ス
ル
ガ
故
船
尾
／
潜
水
ス
ル
コ
ト
甚
シ
ク
爲
〆
’
一
構
造
軟
弱

テ
ル
船
舶
殊
一
一
水
雷
艇
／
如
美
比
較
的
細
長
キ
船
舶
一
一
ア
リ
テ
ハ
船
尾
一
一
殿
損
テ

生
ス
ル
コ
ト
ァ
リ
、
是
等
／
諸
艇
二
對
シ
テ
ハ
直
形
／
固
定
臺
一
一
於
テ
ス
ラ
船

コ
ン
ケ
ー
プ

尾
／
潜
水
醤
シ
宍
爲
〆
其
〃
構
造
チ
駿
損
ス
ル
ノ
虞
ア
リ
ト
シ
テ
特
二
凹
状
弧
形

固
定
蕊
チ
設
ク
テ
進
水
チ
行
プ
コ
ト
ァ
リ
テ
今
本
項
二
論
ス
ル
虚
ノ
凸
狄
弧
形
臺

／
如
菱
ハ
素
ヨ
リ
適
當
卜
認
ム
ル
コ
ト
能
ハ
ズ
、
然
し
庭
此
事
ダ
ル
唯
特
種
／
傷

７
１

I

Ｉ
Ｉ

●

’
一

－

－－

英士
ロ １

シ
ヨ

レ
ゾ
リ

八龍

進水 要領ノ

鵬ユツ野 _量一田
一一一

軍
鯉
八
島
ノ
要
領
ハ

ー
肌
Ⅱ
即
Ⅱ
Ⅱ
帥
Ⅲ
‐
Ⅲ
“
Ⅱ
Ｉ
Ｌ
恥
‐
い
‐
，
↓
‐
‐
Ⅲ
剛
Ⅲ
Ⅲ
Ⅱ
川
Ⅱ
Ⅱ
ｈ
Ｉ
□
Ｉ
、
‐
Ｉ
ｐ
‐
１
１
‐
１
１
１
’
■
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ⅱ
■

１

|繋

吋

擾
》
柵
岬
岬
碑
齪
側
呼
榊
．
”
岬
一
触
郷
卵
一
ｓ
が
叩
呼

２
０
８

端
０
０
《
ｐ
勺
’
０
痒
訟
ｕ
Ｏ
ユ

ー
４
３
６

ウー
ー

レ
郡
勧
吋
吋
吋
吋
○
Ｏ
観
吋
吋
吋
吋
軸
罰

惜
必
御
函
”
醒
蹄
唖
鏥
榊
州
泌
幽
郡
脚
”
一
認
”
帥

２
０

３
３
６

ウ
２

一
一

ル
師
諏
吋
吋
吋
吋
悼
ａ
酌
吋
吋
吋
・
吋
副
罰
吋
叶

ス
帥
髄
喝
電
噂
蝿
啼
弱
即
瑚
廻
耐
－
８
御
鰄
－
８
帳
弱
旬
瑠

シ
８
３
２
５
５
３
０
１
帥
鋤
９
ｍ
釧
廻

力

２
１
７
３

ウ
一
一
一

ジヤロ1

14150詞

7267

10隈6吋，

14畷3剛
18沢3州

|議皇零塁土,晴; : Ⅶ"？…＆
全・ ・進水／時・ ・ ・…・ ・ ・ ・ ・－・

重心Gノ距離･ ･中央切断面ヨソ ・
吃水前部 、 ・ ・ ・ ・ ・ ・
全後部・ ・ ・ ……、 ・ ・…・ ・ ・ ・

固定臺外端二於ケル水深・ ‘
固定臺上ノ座力･ ･胆一手方吹ノ上二
躍臺前端ノ最大集合腫力 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・鬘誌

◆ の

１

11隈11吋

2．画30

187が

443辰6吋

で

● ■

§|篁雲簔壼雲全景一■≠”
爵|固定臺ﾉ反ツ ………………

箪 雲室
ノ

好
恵
チ

以
テ

3F1吋

李穣
315灰6吋I

9吋！

元

253000吠吋’

39岬

730限0吋

二

十

鴬|船尾沈下ﾆ調スル最少縦抗偏性｢毛一メツ'､」
卦
離

咋
距

》
行

叱
進

一
總

搾
ノ

卵
一
ア

罪
マ

・
し

．
ノ

．
ス

量
止

重
靜

制
艘

牽
船ｌ

セ
ラ
レ

『|拳行中二於クル最大速度佃シー秒時／

L－－－－－－－ －－

＝
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合
一
一
限
ギ
ル
コ
ト
’
一
シ
テ
、
筍
毛
大
洋
／
怒
濤
チ
渡
ク
ペ
キ
船
舶
即
チ
普
通
溝
造

ノ
船
舶
一
於
一
ア
ハ
其
ノ
大
小
一
一
拘
ラ
ス
凸
狄
固
定
臺
二
依
テ
進
水
ス
ル
モ
毫
モ
構

造
チ
殿
損
ス
ル
ノ
憂
ナ
ギ
モ
ノ
ト
ス

牽
制
重
量
〈
船
鵠
二
急
激
テ
ル
震
動
チ
與
へ
サ
ル
爲
〆
多
數
ノ
小
量
二
分
チ
鎖
チ

以
テ
之
チ
外
板
ノ
適
宜
／
塲
所
二
蕊
着
シ
第
一
ノ
小
量
ハ
船
首
浮
始
メ
ゾ
ト
ス
ル

｜
頃
始
メ
テ
船
龍
ノ
進
行
チ
牽
制
シ
、
他
／
諸
重
量
ハ
爾
来
略
赤
同
一
距
離
ノ
進
行

チ
ナ
ス
毎
ト
ー
順
次
牽
制
テ
加
ヘ
デ
通
一
一
船
龍
／
進
行
チ
任
意
／
距
離
二
於
テ
停

止
ス
ル
ノ
装
置
ト
ナ
ス

前
頁
ノ
表
ハ
我
軍
順
龍
田
、
吉
野
、
八
嶋
、
英
臘
「
し
ゾ
リ
ュ
ー
シ
ョ
プ
」
號
等
チ

進
水
シ
タ
ル
弧
形
固
定
臺
／
主
ナ
ル
要
領
チ
示
ス

第
七
項
横
抗
偏
性

進
行
中
、
橇
臺
ノ
全
長
一
一
シ
テ
固
定
臺
上
一
一
接
鯛
ス
ル
間
ハ
、
船
舶
〈
容
易
一
一
左

右
一
一
傾
斜
ス
ル
ノ
蕊
ナ
シ
ト
碓
庭
、
船
尾
浮
始
〆
〆
後
即
チ
橇
臺
／
全
表
面
一
一
分

配
セ
ラ
レ
タ
ル
歴
力
悉
ク
橇
臺
ノ
前
端
二
集
合
シ
タ
ル
後
ハ
、
船
鵠
ノ
横
抗
偏
性

ハ
頓
二
急
激
テ
ル
減
少
チ
ナ
シ
、
爲
〆
’
一
風
潮
ノ
衝
撃
其
ノ
他
引
綱
〃
不
平
衡
テ

ル
張
力
等
莞
受
ク
ル
塲
合
一
天
横
傾
シ
テ
橇
臺
及
固
定
臺
テ
破
壊
ス
ル
ノ
ミ
ナ
ラ

ズ
船
總
覆
没
ス
ル
’
一
至
〃
〆
恐
レ
ァ
リ
、
是
ン
即
チ
船
尾
浮
始
メ
以
後
二
在
テ
擶

抗
偏
性
計
算
盛
必
要
ァ
恋
所
以
天
リ

今
假
リ
’
一
船
禮
ハ
船
尾
浮
始
〆
後
一
一
斌
テ
第
四
圖
二
示
ス
ヵ
如
ク
或
原
因
〆
爲
メ

ニ
ー
些
少
〃
傾
斜
一
示
生
シ
タ
リ
卜
假
定
茨
ペ
シ
、
此
傾
斜
／
位
置
一
一
於
テ
船
艘
ノ
横

唾
励
日
間
■
廊
画
圃
剛
口
凹
剛
闘
即
Ⅲ
画
風
園
側
凹
画
副
剛
印
画
日
日
日
’
１
１
ｒ
８
１
Ⅲ
凹
旧
旧
旧
日
日
Ｈ
Ｈ
８
８
Ｉ
Ⅱ
Ⅱ
日
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｈ
８
Ｈ
Ｏ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
回
■
■
■
■
■
■
閉
同
側
■
哩
阻
■
■
■
■
■
■
田
■
■
、
■
■
■
冑
凋
い
■
■
■
■
■
■

｜
’

會
員
寄
稿

『

Ｉ
抗
偏
性
二
關
係
チ
有
ス
ル
鹿
ノ
カ
三
ア
リ
、
即
チ
第
五
項
｛
一
示
シ
タ
ル
通
り
、
第

一
重
心
Ｇ
’
一
働
ク
所
ノ
船
髄
重
量
Ｗ
剛
第
二
俘
挺
心
Ｂ
’
一
働
ク
所
／
浮
裾
力
Ｄ
、

第
三
左
右
雨
側
橇
臺
ノ
前
端
二
働
ク
所
ノ
固
定
臺
ノ
支
持
力
割
ｌ
己
（
橇
臺
前
端

＆

ノ
集
合
瞳
力
一
一
等
シ
）
是
チ
リ
、
而
シ
テ
以
上
三
力
凌
内
浮
涯
力
ｐ
ハ
重
心
Ｇ
二

對
シ
テ
舩
罷
チ
直
立
セ
シ
メ
ブ
ト
シ
支
持
力
尋
ｌ
ｄ
ハ
Ｇ
無
一
一
對
シ
’
一
ノ
船
鵠
チ
傾

斜
ス
ル
ノ
働
チ
有
ス
、
故
ニ

ヒ
ー
リ
ン
グ

β
デ
船
尾
浮
始
〆
後
ノ
横
偏
傾
ト
シ

式
ｌ
守
〃
ル
ハ
イ
ト

〃
チ
両
側
橇
臺
前
端
ノ
中
央
ヨ
リ
重
心
Ｇ
迄
〆
鉛
垂
距
離
ト
ス
レ
ハ

認
許
罰
醇
「
Ⅲ
１
沁
延
ご
Ⅱ
己
皐
旨
・
豊
与
！
（
ヨ
ー
己
喜
鼠
息
・
（
十
三
）

ト
ナ
ル
、
即
チ
或
傾
斜
角
度
一
一
對
ス
ル
船
尾
浮
始
メ
後
〆
總
テ
／
位
置
／
横
抗
偏

性
即
チ
復
原
ガ
／
消
長
ハ
第
（
十
三
ブ
方
程
式
二
依
テ
之
レ
チ
計
算
ス
ル
コ
ト
チ

得然
ル
ー
船
尾
浮
始
メ
後
ノ
浮
涯
力
卜
雨
側
橇
臺
前
端
ノ
中
間
二
鋤
ク
支
持
カ
ト
ノ

レ
ザ
ル
ダ
ン
ト

集
合
力
ｂ
十
（
ヨ
ー
且
即
チ
ｗ
チ
求
〆
該
集
合
力
／
方
向
チ
示
ス
ペ
キ
線
チ
延
長

シ
テ
船
鰐
ノ
中
央
縦
断
面
チ
脇
無
二
於
テ
切
断
ス
レ
ハ

認
討
罰
匿
俶
－
％
く
こ
Ⅱ
弓
・
の
罵
昏
垂

掌
Ⅱ
わ
言
Ｉ
口
車
旨
Ｉ
（
劃
ｌ
ご
）
弓

、
《
や
刈
り
〆

弾
Ｉ
の
旨
］
Ⅱ

（
十
四
）

Ｔ
で
列
タ
マ
ロ
〃
ｑ
、
・
・
ｒ
ｒ
ｐ
８
戸
Ｉ
Ⅱ
Ⅱ
４
▲

‐
弓
‐
‐
：
．
：
：
．
．
；
：
‐
・
ぐ
寸
灰
こ

ト
テ
ル
、
右
／
方
提
式
二
就
テ
之
テ
見
レ
ハ
恥
ハ
“
ヨ
リ
多
少
其
／
慣
〃
少
テ

ル
コ
、
ｒ
明
労
り
、
而
シ
テ
右
恥
ハ
傾
斜
〆
如
何
二
關
係
セ
サ
ル
が
故
二
能
少
横
抗

偏
性
ノ
標
準
チ
示
ズ
モ
ハ
炉
〆
添
斌
此
ノ
恥
ハ
假
リ
｜
一
之
チ
「
エ
ク
ィ
ベ
レ
ブ
ト
、

II
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會
員
寄
稿

ｎ
面
Ⅲ
例
■
■
回
■
■
回
凹
同
日
皿
ｎ
Ｍ
画
■
■
囚
■
日
日
凹
旧
・
’
１
１
１
‐
‐
，

1

1

船
罷
ノ
進
行
一
一
反
抗
ス
ル
モ
／
チ
リ
、
故
一
一

Ｆ
チ
進
行
カ
ト
シ

コ
イ
フ
ヒ
セ
ン
ト
オ
プ
フ
リ
ク
シ
曰
ン

ヂ
チ
橇
臺
卜
固
定
臺
ト
ノ
接
鯛
面
二
於
ケ
ル
摩
擦
ノ
係
数
小
ス
レ
ハ

国
Ⅱ
司
恵
尋
ｊ
粍
司
．
８
答

碧
荊
周
Ⅱ
劃
、
８
息
（
§
阜
令
ｌ
⑦
；
‐
：
。
：
・
・
・
・
・
・
・
・
：
．
。
．
（
十
七
）

イ
ン
テ
ン
シ
チ
ー

ト
ナ
煮
右
／
方
程
式
中
ニ
ァ
ル
摩
擦
ノ
係
数
ｆ
二
定
〆
睡
度
チ
有
ス
ル
歴
カ

ニ
對
シ
テ
ハ
不
鍾
數
ナ
ル
チ
以
テ
之
一
一
計
算
若
ク
ハ
實
測
ヨ
リ
得
ダ
ル
適
當
／
償

値
チ
當
嵌
公
ル
彫
ハ
進
行
力
Ｆ
ハ
直
一
一
之
チ
推
算
ス
ル
コ
ト
チ
得
ベ
シ
、
故
二
進

行
カ
チ
知
ル
ゾ
要
ハ
適
當
ナ
ル
摩
擦
係
数
ヲ
知
ル
ニ
ア
リ

メ
タ
セ
ン
ト
リ
ッ
ク
、
ハ
ィ
ト
」
や
唱
ヘ
ッ
ト
欲
ス

第
八
項
進
行
カ

コ
ン
波
ｌ
子
シ
ト

固
定
臺
上
ニ
ァ
ル
船
鵠
／
重
量
ハ
固
定
臺
ノ
表
面
一
一
直
角
テ
ル
分
力
卜
固
定
臺
ノ

鋲
シ
ゼ
ン
シ
ヤ
ル

表
面
二
併
行
テ
ル
分
力
卜
／
二
シ
二
分
枝
ス
ル
可
テ
得
、
即
チ

中
チ
固
定
臺
／
水
平
面
一
一
上
於
ケ
ル
角
度
ト
シ

Ｐ
チ
固
定
臺
ノ
表
面
二
併
行
テ
ル
分
力
ト
シ

Ｂ
チ
固
定
臺
ノ
表
面
一
一
直
角
テ
ル
分
力
ト
セ
パ

㈲
Ⅱ
言
§
令
：
。
：
：
．
：
．
、
。
：
：
．
：
・
‐
；
・
．
，
：
（
十
五
）

園
Ⅱ
劃
・
８
各
：
・
・
・
：
：
．
：
：
：
．
：
：
．
ｊ
：
：
。
（
十
六
）

ト
ナ
涜
而
シ
テ
右
二
分
力
中
前
者
即
ヂ
Ｐ
ハ
船
禮
チ
進
行
セ
シ
メ
ブ
ト
ス
レ
ド

モ
、
後
者
即
チ
Ｂ
〈
橇
臺
卜
固
定
臺
ト
ノ
接
鯛
面
二
摩
擦
チ
發
生
シ
其
ノ
塵
擦
ハ

｜
I

＃

■
Ｂ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ⅱ
ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
冨
日
ｑ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｈ
Ｆ

－－

グ
シ
画
ワ
ー

船
鰐
ハ
問
定
臺
勾
配
／
多
少
、
摩
擦
面
一
一
施
ダ
ル
獣
脂
ノ
真
否
等
↓
一
依
り
阻
滑
柱

脱
却
ノ
當
時
既
一
一
已
一
一
或
加
速
度
ノ
碓
用
チ
受
ヶ
、
該
柱
脱
却
ス
ル
ャ
直
｝
一
聾
ラ

｜
サ
ル
速
度
チ
以
テ
發
動
ス
ル
モ
ノ
ト
、
該
柱
脱
却
ノ
當
時
殆
プ
ト
或
ハ
完
ク
加
速

｜
嵌
レ
ハ

第
九
項
摩
擦
係
数
チ
知
ル
法エ

リ
ミ
子
ｌ
卜

第
（
十
七
）
方
程
式
ヨ
リ
摩
擦
係
數
／
チ
抜
出
ス
レ
ハ

『
Ⅱ
言
一
尋
Ｉ
訓
弛
割
割
合
：
・
：
・
・
：
・
Ｉ
（
十
八
）

ト
ナ
ル
而
シ
テ

が
ク
セ
レ
レ
ー
シ
ヨ
ン

α
チ
進
行
速
度
ノ
加
速
度
ト
ナ
シ

９
チ
物
躰
落
下
／
加
速
度
ト
ナ
セ
ハ

ヨ

国
Ⅱ
（
言
－
１
１
．
．
：
・
・
・
：
・
・
：
：
・
・
・
：
：
・
：
（
十
九
｝

函

、

度
ノ
作
用
チ
受
ク
ズ
、
起
動
装
置
ノ
援
助
二
依
テ
始
メ
テ
發
動
ス
ル
モ
ノ
ト
．
ノ

定
臺
テ
進
行
ス
ル
塲
合
一
天
其
ノ
進
行
中
一
一
於
ク
ル
摩
擦
係
数
ハ
冬
其
ノ
位
置
一
一

對
ス
ル
計
算
上
若
ク
ハ
實
測
上
ノ
加
速
度
チ
知
テ
之
レ
チ
算
定
ス
ル
コ
ド
チ
得

但
此
加
速
度
ハ
第
十
項
二
示
ス
庭
／
速
度
曲
線
ヨ
リ
測
定
シ
得
べ
蕪
ナ
リ

ナ
リ
、
依
テ
第
（
十
九
三
於
ケ
ル
進
行
力
Ｆ

ト
ナ
ル
、
此
方
程
式
｝
一
依
テ
之
チ
槻
レ
ハ
船
舶
ニ
シ
テ
一
定
ノ
勾
配
チ
有
ス
ル

チ
生
ス
而
シ
テ
阻
滑
柱
脱
却
當
時
ノ
摩
擦
係
数
ハ
前
者
ノ
場
合
二
於
テ
ハ
第
（

十
）
ノ
方
程
式
一
一
依
り
之
チ
推
算
ス
ル
コ
ト
チ
得
ル
ト
雌
尼
後
者
／
塲
合
一
一
於

弱
Ⅱ
言
識
今
ｌ
乳
非
剖
・
・
・
・
・
・
・
・
：
：
・
・
：
・
（
二
十
）

ｌ
巾
Ｉ

ノ
憤
値
チ
第
（
十
八
）
ノ
方
程
式
一
一
當

一

一

十
二

’

、

別 園テニ
一一
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１
Ｉ
Ｍ
Ｉ
‐
Ｉ
ｌ
ｌ
－
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ⅲ

ハ
其
ノ
加
速
度
殆
ツ
ド
零
ナ
ル
ノ
故
チ
以
テ
左
ノ
方
程
式
一
一
依
ラ
ザ
ル
可
ラ
ズ

、
Ⅱ
冒
与
・
・
・
・
・
・
（
二
十
一
）

後
者
／
場
合
一
一
於
テ
ハ
角
度
中
《
殆
ブ
ト
或
ハ
完
ク
斜
面
ノ
シ
ミ
の
旦
駒
砦
。
駕
一
一

等
シ
ク
摩
擦
係
数
ハ
他
盈
總
テ
〆
塲
合
一
一
比
シ
テ
最
大
数
チ
示
ス
モ
ノ
ナ
リ

要
暴
ル
ー
船
溌
進
行
中
二
於
ク
ル
加
速
度
チ
知
ル
芹
ハ
摩
擦
係
数
ハ
第
（
一
千
）
〃

公
式
ニ
依
り
之
チ
計
算
シ
得
ベ
シ
、
叉
之
二
反
シ
テ
摩
擦
係
数
チ
知
〃
藤
ハ
加
速

度
テ
推
算
シ
得
ル
可
勿
論
チ
リ

第
十
項
進
行
速
度
ノ
實
測
、
並
一
一
加
速
度

船
舶
テ
進
水
ス
ル
｜
冥
其
ノ
進
行
ノ
緩
急
チ
適
度
ナ
ラ
シ
ム
ル
爲
〆
豫
〆
進
行
速

度
チ
計
算
ス
ル
ノ
必
要
ア
リ
、
叉
右
計
算
〃
外
進
水
ノ
當
時
一
天
進
行
速
度
テ
實

測
シ
テ
之
テ
計
算
上
／
進
行
速
度
卜
對
照
比
較
シ
以
テ
計
算
ノ
當
否
如
何
チ
審
査

一
シ
、
併
テ
將
來
進
水
ヲ
行
う
場
合
／
塞
考
二
供
ス
ル
コ
ト
テ
得
ペ
シ
、
然
空
一
船

舶
ノ
進
水
速
度
チ
数
理
｝
一
依
り
計
算
ス
ル
｜
天
資
験
二
基
ツ
ク
ベ
キ
數
多
ノ
定
義

チ
應
用
ス
ル
ニ
非
レ
ハ
断
ス
ペ
カ
ラ
サ
ル
事
多
ク
而
シ
テ
其
ノ
定
義
ダ
ル
天
然
ノ

｜
如
何
一
一
依
テ
大
二
鍵
化
ス
ベ
美
モ
ノ
ナ
レ
ハ
、
之
一
一
依
テ
直
一
一
確
實
ナ
ル
速
度
チ

｜
得
ル
ハ
殆
ブ
ト
望
ム
ペ
カ
ラ
ザ
ル
｜
一
似
タ
リ
、
依
テ
進
水
チ
行
フ
ニ
ハ
固
定
臺
上

一
二
及
ス
ベ
菱
座
カ
ノ
湿
度
同
一
ニ
シ
テ
船
艘
／
大
キ
サ
モ
亦
可
成
近
似
シ
タ
ル
モ

ー
ノ
、
實
測
成
績
二
進
擬
シ
以
テ
其
ノ
速
度
〃
緩
急
チ
推
定
ス
ル
コ
ト
最
毛
興
二
近

進
水
船
舶
／
實
際
／
速
度
ハ
速
度
測
定
機
二
依
テ
之
テ
測
定
セ
ザ
ル
可
一
フ
ズ
、
該

菱
ガ
如
シ

｜

’ 會
員
寄
稿

！

次
一
一
加
速
度
ナ
ル

包
己

曇
肥
Ⅱ
到
引

チ
リ
、
故
一
一
再
と
速
度
／
曲
線
中
一
一
在
〃
任
意
〃
諸
鮎
ノ
前
部
及
後
部
各
竿
秒
〃

隔
｛
一
於
ヶ
と
一
「
オ
ル
ヂ
一
寸
Ｉ
卜
」
／
差
チ
測
定
ス
レ
パ
其
ノ
差
ハ
即
チ
前
諸
黙
｝
一

於
ケ
ル
ー
秒
時
ノ
加
速
度
テ
與
ユ
ル
モ
／
ト
ス
、
故
二
右
〆
諸
速
度
チ
「
オ
ル
ヂ

テ
ー
ト
」
ト
シ
テ
曲
線
テ
雷
ク
ハ
該
曲
線
ハ
總
テ
／
位
置
二
於
ク
ル
ー
秒
聡
ノ
加

速
度
チ
與
ユ
ル
モ
ノ
ト
ス

機
ハ
進
行
中
ノ
各
秒
数
二
對
ス
ル
騒
動
基
鮎
ヨ
リ
ノ
進
行
距
離
チ
表
示
ス
ル
モ
ノ

ニ
シ
テ
進
行
速
度
ハ
該
距
離
ヨ
リ
測
定
ス
ル
了
テ
得
ル
モ
ノ
ト
ス
、
第
五
個
ハ
斯

ル
測
定
機
ヨ
リ
得
ダ
ル
進
行
距
離
／
曲
線
一
一
シ
テ
其
ニ
ァ
プ
シ
ッ
サ
ｉ
罠
進
行

時
間
／
秒
數
幸
／
示
シ
其
〃
「
オ
ル
ヂ
子
Ｉ
ト
豈
同
秒
數
一
一
對
ス
ル
進
行
距
離
チ
示

シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
、
今
若
シ
リ
チ
進
行
中
一
一
於
ケ
ル
或
位
置
〃
速
度
↑
シ
＃
チ
推

行
時
間
ト
シ
Ｓ
チ
進
行
距
離
ト
ス
レ
ハ

亀
吻

電
Ⅱ
劃

ナ
ル
ガ
故
二
、
進
行
距
離
ノ
曲
線
中
｛
一
在
ル
任
意
／
黙
一
一
就
キ
該
鮎
皇
別
後
各
羊

秒
／
隔
ニ
ァ
ル
ニ
「
オ
ル
ジ
子
，
ト
」
ノ
差
チ
測
定
ス
レ
ハ
、
此
差
ハ
各
指
定
黙
二

於
ヶ
竺
時
秒
／
速
度
テ
與
ユ
ル
毛
ノ
ト
ス
、
故
一
一
是
等
ノ
諸
速
度
チ
「
オ
ル
ヂ

テ
ー
ト
」
ト
ナ
シ
新
一
一
曲
線
チ
謡
ケ
ハ
該
曲
線
ハ
即
チ
速
度
／
曲
線
ニ
シ
テ
第
五

岡
｝
一
示
ス
ガ
如
ク
進
行
中
／
總
テ
ノ
位
置
二
於
ケ
ル
ー
秒
時
ノ
速
度
チ
與
ユ
ル
モ

ノ
ト
ス

l

l
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・
１
Ｊ
■
、
■
Ｉ
■
０
Ⅱ
旧
■
■
Ｉ
■
。
１
１
引
帥
Ⅵ
Ｊ
１
Ｉ
ｌ
Ｊ
叩
１
１
画
掴
堀
Ⅲ
泗
岬
’
１
１
‐
‐
１
０
囚
■
■
Ｒ
■
■
■
ｑ
二
■
■
■
Ⅲ
日
切
■
凹
凸
■
■
■

ｔ
Ｉ

I

１

サ

グロチ

Ｉ

I

４
－
■
西
口
■
両
Ｌ
陣
〃

〆

１
１ 二

．
十
四 １

１
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

L

’一－ ー－＝ ＝

回乙一

』 『
一一 bご一■ ？■岳 －

進

封
ｌ
ト
ル
〆
ｌ
卜
〃

固
定
臺
ノ
長
二
毛
三
宮
一
三
、
－
９

ミ
リ
三
リ

全
幅
七
宝
宅
五

費工及費料材

円
円

獣
脂
堂
一
毛
全
ｇ
麦
三
三
六

魚
油
圏
、
尭
○
き
、
き
四

水
石
鹸
毛
三
杏
西
式
ｇ

木
材
七
、
二
ｇ
Ｓ
ｇ
、
二
一
天
・
七
空

鐵
類
王
君
ざ
８
－
８
、
究
五

工
養
一
全
く
き
ざ
８
二
尺
要
、
曇
酋

雑
費
三
吾
づ
９
尖
三
吉

合
計
孟
裁
実
、
一
合
藥
西
一
云
奎

昭
一一

１
口

艦
名
橋
立
秋
津
洲

第
五
圖
三
示
七
法
曲
線
〈
須
磨
チ
直
形
固
定
臺
チ
以
テ
牽
制
重
量
チ
應
用
セ
ズ
、

龍
田
チ
弧
形
固
定
臺
チ
以
一
プ
牽
制
重
量
チ
應
用
シ
テ
進
水
シ
タ
ル
成
績
チ
示
シ
タ

ル
モ
グ
ニ
ジ
テ
弧
形
固
定
臺
上
二
於
ケ
ル
進
行
速
度
〈
直
形
固
定
臺
二
此
シ
テ
如

何
テ
ル
消
長
チ
成
ス
ャ
叉
タ
牽
制
重
量
〈
進
行
距
離
及
進
行
速
度
ニ
如
何
テ
ル
影

響
テ
與
フ
ル
カ
ラ
窺
ブ
コ
ト
チ
得
へ
シ

第
六
園
ハ
横
須
賀
造
船
廠
一
一
テ
使
用
シ
來
リ
ク
ル
進
行
速
度
ノ
測
定
機
ニ
シ
テ
、

該
機
一
兵
秒
時
ノ
經
過
卜
船
鵲
進
行
／
版
離
ト
テ
打
記
ス
ル
ガ
総
〆
圃
筒
テ
設
ク

テ
其
／
周
園
一
一
紙
片
チ
捲
ク
ノ
装
置
ド
ナ
セ
リ
該
圓
筒
〈
船
鵠
／
進
行
距
離
手
打

記
ス
ル
癌
〆
橇
臺
二
繋
留
ス
ル
チ
要
ズ
レ
庭
、
直
接
二
之
テ
繋
留
ス
ル
ト
キ
ハ
圓

筒
ノ
回
聴
數
多
キ
｜
一
過
グ
ル
ガ
故
一
一
別
一
一
中
間
二
第
二
ノ
圓
筒
チ
設
ケ
テ
之
チ
橇

臺
ト
前
記
間
筒
卜
〃
二
シ
’
一
結
附
夕
以
テ
其
ノ
回
聴
数
ヲ
緩
慢
ナ
｜
フ
シ
ム
ル
ノ
装

置
ト
ナ
迄
リ

第
十
一
項
進
水
材
料
及
費
用

進
水
費
用
ノ
ー
班
チ
窺
ハ
ブ
ガ
爲
〆
左
二
横
須
賀
造
船
廠
二
於
テ
進
水
シ
タ
ル
軍

艦
橋
立
及
秋
津
洲
ノ
進
水
費
用
チ
褐
ク
但
シ
橋
立
ノ
進
水
臺
二
式
新
調
二
係
ル

ヲ
以
テ
其
ノ
費
額
ノ
實
際
チ
示
セ
ド
モ
秋
律
洲
／
進
水
臺
〈
橘
立
ノ
分
チ
用
ヒ
タ

ル
ガ
故
二
堂
フ
費
額
《
大
二
低
廉
チ
リ

數工及料塗永進

『
ニ
リ

ー
ニ
リ

獣
脂
〃
厚
九
（
但
鬘
面
塗
）
｛
宍
但
シ
三
回
塗
）

ギ
ロ

キ
画

全
重
量
一
一
、
垂
全
三
五
奎

一
ニ
リ

ニ
ー
リ

塗
混
合
物
（
獣
脂
卜
魚
辿
ノ
厚
六
（
但
シ
一
回
塗
）
一
三
但
堅
同
塗
）

キ
ロ
キ
画

全
重
量
三
一
麦
七
吾

『
こ
り

混
合
物
（
水
石
鹸
ト
魚
油
）
ノ
厚
侭
Ｚ
回
逵
一
（
但
鬘
回
診

キ
ロ

キ
画

全
重
量
三
実
三
西

エ

エ
數
亮
ご
ｇ

キ
睡

牛
ロ

獣
脂
一
『
四
三
四
ざ
空

キ
口

牛
憾

魚
油
四
吾
垂
穴

キ
ロ

キ
闘

水
石
鹸
三
五
言
。

領~重臺:永’
凸■

１
１
，
‐
‐
１
０
‐
・
１
１
１
１
‐
１
０
－
。
，
１
０
‘
●
！
‐
１
１
△
‐
‐
，
１
，
１
〆
ｌ
ｏ
－
ｒ
ル
Ｊ
町
ｌ
Ⅲ
Ｉ
川
Ｉ
Ｉ
Ｊ
Ⅱ
ｌ
Ⅷ
１
１
１
‐
〆
１
９
ト
ル
‐

橇
臺
ノ
長
奎
、
三
一
》
皇
署
ｇ

ニ
ー
リ
．
『
こ
り

全
幅
室
宝
室
宝

牢
方
ｘ
ｌ
ト
ル
平
方
剖
ｌ
ト
ル

全
表
面
や
積
茜
、
一
吾
一
毛
ざ
呂

闘
風

全
一
卒
方
メ
ー
ト
ル
〃
座
力
三
三
９
宝
光
ｇ

師

全
一
卒
方
吹
〆
腫
力
一
酋
合
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１
１

Ｐ
Ｐ
ら
Ⅱ
Ｉ
Ｌ
８
９
凸
８

ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
０
０
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
『
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
Ｉ
１
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
１
Ｉ
１
Ｉ
ｌ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
０
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
１
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
０
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
０
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
１
０

lfン淵

0

1
1

1
0 1

0 ，
1 0

'蓉性下沈ﾚﾚｽ對二鐡前|′量猿

１
４
０
４
■
■
０

１
日
Ⅱ

９
Ⅱ
■
■ ’、’

二
遥
行
停
滞
シ
テ
潮
水
獄
辿
シ
タ
ル
場
合
ノ
賑
尾
燈
藩
二
友
掘
バ
ル
縦
抗
砺
性
ノ
蛾
不
一
災
ナ
ル
依
雁

水
爆
尾
浮
始
ノ
ノ
位
圃

へ
賂
尾
浮
乏
ノ
侭
即
子
槌
壁
／
前
端
ノ
、
、
、
固
定
篭
二
厨
レ
タ
ル
侭
迦
行
ス
ヘ
斗
行
路
ノ
或
ル
位
瞳
ヲ
示
》
ハ

ト
樋
壁
前
端
ノ
固
定
蟹
ヲ
離
犯
、
位
魁
但
シ
船
首
二
些
少
ノ
沈
下
ヲ
許
シ
ク
ル
聯
合
ノ
示
〆

チ
船
首
二
沈
下
ソ
許
サ
ｆ
ル
場
合
］
｜
冊
休
ノ
始
ノ
テ
固
定
蚤
ブ
職
ル
ヘ
キ
位
圃
即
チ
此
位
箭
ハ
船
簡
『

沈
下
７
許
サ
ｖ
ル
場
合
二
固
定
蕊
ヲ
延
長
ズ
ヘ
キ
長
ヲ
定
ム
ル
モ
ノ
ナ
リ

。

ィ
総
体
発
動
ノ
位
澄

口
路
尾
始
ノ
テ
水
二
燭
ル
、
位
蔵

1
1

！
ｉ
‐
！
‘
‐
Ｉ

！
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
！
‐
！
‐
！
‐
‐
！
’
‐
‐
‐
‐
！
‐
‐
‐
‐
‐

‐
‐
，
‐
！
，
’
‐
‐
！
，
・
・
！
‐
‐
‐
！
‐
！
‐

！
‐
‐
，
１
１
‐
ｉ
‐
‐
！
‘
！
‘
！
，
‐
！
‐
！
！
‐
！
‐
！
，
‐
‐
‐
１
１
．
・
‐
‐
‐
‐
一
弔
勿

ハ
諮
尾
堕
落
三
次
掘
ス
ル
縦
捉
偏
牲
ノ
験
丞
艮
ナ
ル
位
冠

1
1

1

0

8
0

1

1

0

1

」

I

l

I
D

f〆

1

1

1
1
■

■

I

I
I

l

I
I

l
l
O
■

1

1

1

1

1

1
Ｉ
ｌ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
ｌ
１

l､1

W

１
１

1

０
・
ｑ
ｐ
０
■
Ｕ
ｌ
９
■
０
０
９
９
１
１
．
１
０
６
０
０
９
．
９

１日

１

’ｊ
■
■
■
■
召

I

ノ

1

1

1１
１
１
１
１
１ ’

Ｉ
Ｉ
ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
１

？

。
ｂ
甲
０
８
日
Ｉ

ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

１
１
１

‐
！
‐
‐
１
丁
麺

1
1

1

瓢

｜
I

賜”り 7 喫尺／溌距行逃
テニ吹

8．9 りｿ伽

’

I

=_二一一 一‘一.－4 －－→一一ﾏ÷ 一＝･ －－ ． 一 今 之
ー

』＝一一一 一 む



ー 勺 一一～~!~~ － ｣■’
一一一 一

4

圖 第言

圖之線曲氷進野吉艦軍

合場ルダヘ與ヲリ友二基定固氷進シ但

リゼナ、 1，コズ示ヲ之キ基二G心重ハ離距行謹ノ休冊
一－

－串

ﾉい
一
一

_一雲一一一一二二二罫-震=一ｱｰ篝===＝=1=臺一1
へ

L

I 、I二

一ノ分百四尺縮

１
１

に
’
１
、

、ノ
，

一
一

，

９
。
”
〃
，
，
が
、

Ｄ
Ｊ
ｒ
０
ｄ
Ｏ
ｎ
、

スナト噸'六十四ヲ1吋一/|分八シ但｝ 、線ス示ヲ量重ノ体船- T一一一一

ー

二1沢
一

了

一

一 －－戸ヴーヱ公---－．－…＝一三一ゴー② 一 卜●4－･



－

一
一一

一

畷’ 五第

鹿速行-進、 雛
一

一一

泉曲′ 度玄
、”

操行進ノソK進
並

哩加行進む心

上

■

一寸

イ

－ 〆

え上墹謬舩愈制幸二上装定固形直'､--磨麺礎軍
凸

ﾘｰｾ行-秘’水進アヒノョコ簸重制牽一上雛定悶形菰'､ IfI鎚總軍

〆

儲ﾔﾐﾚ
鯉

．
、
｜
”
’
‐
！
●
両

‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
縄
》
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
，
ｘ
’
一
郡
，
」

方

哩
ｒ
ｐ
Ｆ

毎

繊
Ｉ
損
、
両一一〉

惨
．
”

一

一

払
い
一
‘
‐

子

・
群
・
毎繊

〆↑
〆
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｉ
Ｉ
‐
ｑ
ｌ

串
織
〆此“
一Ｊ

・
・
戸
／
‐
‐
・
‐
‐
・
・

価
・
・
Ｆ

●
・
夕要９

．
１イ

〆

淋
イ

戸
司
一

・
Ｆ
ザ
▲
ｒ
Ｆ

Ｐｆや

一■一一

■
Ⅱ
Ⅱ
０
Ⅱ
０
．
０
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
、
Ｄ
Ｂ
Ｄ
■
ｐ
凸
■
■
■
ｂ

・
日
日
Ｉ
凸
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
■
Ⅱ
ｌ
■
５
０
■
■
９
▲
■
■
ワ
ュ
■
■
Ⅱ
、
Ｋ
ｉ
ｒ

睦謬j
抄癖

~_室&
､

蚤型畠餌墾一~~~‘一一~一~一－－一
１
１

を処.認曲’･'-度連荷進，権筑I
‘一一一L - 』.－．と三 ・ → ~二・三三一ユヱ零一.ピー桑竺一一 一,』--. . --‐

心 巳 ﾑｰ二つ－一一~一

＞ －

－
９
９
６
０

‐
・
Ｆ
－
０

～

礎尺・鉄紳

１
１ ■--二 一一



－

辛
桑
六
圖

速
度
測
定
機
縮
尺

横
須
賀
造
船
畷
↓
｜
テ
使
用
七

橇
誉
圭■

Ｕ
１
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｕ
０
０
１
Ⅱ
Ｄ
Ｂ
１
ｌ
１
Ｉ
Ｆ
ｌ
０
０
Ｉ
Ｉ
Ｉ
６
△
Ｕ
Ｈ
Ｉ
Ｉ
０
０
１
１
Ｉ
Ｉ

寸
法
色
ゴ
リ
メ
ー
ト
ル
』Ｉ

－－－

'’ル
モ
ノ

ヲ
以
子
示
久

二
十
分
ム

■

一
一

I

（

’
１
１
１

可
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
１
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｊ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

蘭一

0

1
三岨

剣
‐
‐
函

ケ7〃〃ノ〃功
。
酔
凸
ｑ
■
日
６
口
い
■
Ⅱ

鯉亜型I磁秀一ざ 淫＆

Ｊ●
匪
Ⅱ
Ｍ
ｒ
Ｄ
ｅ
Ｉ
Ｏ
９
０

ｌ
Ｉ

り
ぴ
Ｌ
１
１
伯
Ⅶ
１
１
１

＝



‐ﾆーー - -－－－■■■－－‐ 一 一一画一
－

I
一一

一壱ローーーヶー工幸一 －

’
－ー－－ｶ-一一＝一二一

－

|IMSULTSOFTRiALSANDEXPERINIENTS
MADEON

H" lpM, FIRSTCLASSBATTLESHIP{{YASHIMA｡''

S. SASOW,MwMBERINST.N.A.

ro-BeportofoaicialSpeedtrialstakenonjulyl3thandl4thl897,of
themouthoftheBiverTyne,overthe9.6Eknotcourse.

Thetria,lwithforceddraftwasthefrsttaken, ajndfourconse-

cutivemnsweremadeoverthe96-knotcourse, twowithandtwo
againstthetide,theresultsaregivenintheta,blebelow

No.ofrun. TimeoncourseBevolntions. SIJeedinTruenLeim
miTIS,secs， knots. speed.

鯨蝋i…
Speedsweretakenastllel-knoljpostswerepa,ssed,duringeach

| "unandbhem｡…fthese4knotsgav…peedagreeingveryclosely
| "imWWX'iX;｡"”Theaverageindicatedl'orsepowerduringtheforceddra,fttria,l

i wasl4075; lihePressm｡iginsiokehol"…｡xceedingl' ;nches
| ｡fwater"rhese"was6mo･$h%"tl9br"…SbloWing.

OnthefollowingdaythenaturaldrafttrialWasmadewithopen
| stokeholdsthevesSelrunmngfor611oursconbinuously.
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Fonrconsecntivemnswereagainta,kenwiththeresultsshown

below．

No.ofrUns・ Timeoncomse，Revolntions， SpeediDTmfemean
mms･secs． 1mots． speed．

1st，South 34 17 109 16.801

2,.,North 32 29 106 17.731

3rd,South 33 5 1083 17.狸

4th,North 34 42 108＄ 16．6

I
I
17.35

Thetmemeanoftheabovespeedswasl7.35Knots,a,ndthiswas

fullymaintainedtillendofthetrial,theavemgehorsepowerduring
therunswasi9570o Onbothtria,lsthevesselwasrunatherdesigned
loaddraftof26ft､5incheswithallherweightsortheire“ivalents

onboard・ Thewea,therwasaga,、 fa,vomal〕leandthesea,smooth．

Afterthecoml〕letionofthetria,lwithna加醒ldraft，釦rnmg
■

circlesweretriedwithva,riousdegreesofhelm・ WithlOdegreesof

helmthecirclemadebvthevesselhadadiameteroflO50feet・ or
aJ

about鴎timesherlengthandshe極rnedthroughl80oinlmin、26
secsj a,sthehelmangleincreasedthediametersgrewlesst皿with

thefullhelm乱nglethecirclehadadiameterofonly720feetorajbout

l寺timesthelengthofthevessel；地etimeofgoingthronghl80obeing

onlyslightlylessthanwithlOoofhel、、 Theheelcausedby伽ming
insuchasmancimlewasofcourseconsiderableandwas5degrees

WithlOoofhelm”dlO今owithfllllhelm．

Theru“erwasputoverfromhardaPorbtohardstarbo”dinl6

secondsandfrommidshipStohardoverill8§seco11dswiththesteam

gear．
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IIQ-INOLNINGEXPERIMENTTAxENSEPT. 6!rH1897. Draught:-

26'-6" ford､27'-4'' aft.=26'-11"mean.

Density:-

35．15c.ft,perton｡

Displacemen力:一

驚×35=12,680t｡nS.
Weightsshifted:-

25tonsthrough55'-0"gavea,meanreading

lums,12ft・long

1 行 一認” 25×55×12ft.×12 ,､_,､"
F

．“"“わ〃9/'sMI'｡
Boilers:-

Sixcompletelyalled,fouremPty.

Freshwatertanlて計一

Partlyfilled.

Feedwater:-

ForwardreservefeedtR,nkhlled.

Afterreservefeedtfmkempty.

Bilges:-

Drythroughout.

StoreS:-

Greaterpartonboard,Say30tonS,tofnish.

Ooal:-

AboutlO80tonsonboard.

Amm'mitiOn:-

Allexceptl2tonsOnboard,partStillonup

BoatS:-

Allinplace.

Incliningweights:-

25tonsonupperdeck.

onup
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Secondtrialofsteamsteeringengineworkedbythewheelonbridge.
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thestroke. Theangularveloci{yofthecrank,

uniform, iS ((j=降踊=器､鋤k加g4for池。
ajxisofabscissa,thecoordinatesofthepointP

"=_Bcos"+Zcos"

I…"=Rsin8－Isin"
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whiehweaSS'1metobe

This isanexpressionfortheresOhredpartoftheacceleration

paraneltothelineofstrOke,ofanypointinthecenｶrelilleofthe

ConnectingrodjbymakinglequaltoLweobtainthetram'slational

accelerationofthepistonaIndotherpartsdirectlyconnectedwithit;

andbymakingZequaltozeroWeobtainthecomponentacCeleraijion

ofthecrankpinparalleltothelineofstroke. Inparticl]lar,Putting

I=I=distanceofthecentreofgraivityoftheconnectingrodfromthe

crankpinend,weobtainthecomponentaccdlerationofthatPoinl

paralleltothelineofstroke,whichmaybewrittenthus
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MakingsubStitutionsfromequations(5)and(7),weobta,inafter
,1feduction

迩鶚Ⅷ"("sin(8+")=L(愚麺"好cos"ri胴(13)
whereZZ=Jb+"f=themomentof i]iertiaof tlleconnecting rod

aboutthea,xisofthecrankpinastheaxis. Fromtheequationof

condition(12),weliave

X=一興ねn8．
. 『

＄ 9 6 申

' , PuttingthisvalueofZintheequation(10),wellave

Ⅲ幕=yi+恥迦8. ･（ . 『l ‐ f ‘f

び ■ ① 0

EliminatingXibetweenthisandtheequa,tion(9),wehaVe

.ZJYisin(0+")

=*sin'+棚鰯(02{Ks…画…麺8sin("+"ル…(16).
ThisdetermineSthevalueofri

rl]heequation(11)canbewrittenintheform

聯=(乃一り愚in"(X-Xi)-(乙一Z)cos"(Z-Z)
+Zsin"襲一_Lcosaz，

Substitutingthevaluegivenby(9)and(10),wehave

4幕+‘(乙一棚胤m"*"¥（ ）
=L(sina遍一Gos"Z).

Aga,insubstitutingtheexpressionsgivenby(5)and(7),weobtain

jz6-(L-7)珈静‐(L-Z)"R("'sin(6+")&
=L(sinaエーCOSaz)'

Buttheequationofconditiou(12)gives

Z=一遍tan8.
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Substitutingtheexpressiqnsgivenby(5')and (7'),weobtain
afterreduction

""(02KIsin8=L(sinXi+8cos8yi),_....(14)
whereforsimplicityweput

'二Ienceweob伽加
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(1/〃－"2tan")2cos28('l2-sin28)-(?22-1)sin38
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NowdrawP"perpendiCulartOO(yandMNperpendicularto
OP・ Thenwehave

0"=0"oos8

=(0Pcos")cos8
=Rcos28.

/Y81=ユー－2互二2互Hencewehavehave /(6)＝ -万万．司而~Z－－
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NowinFig、 31etOPbethecrank, _POtheconnectingrodand
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